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感染症対策と司法審査

感
染
症
対
策
と
司
法
審
査 

―
―
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟
を
素
材
と
し
て
―
―

大　
　

林　
　

啓　
　

吾

　
「
今
日
、
歴
史
学
と
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

0

0

0

0

0

0

を
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

0

0

0

0

0

0

に
変
換
す
る
も
の
で
あ
る
。」（
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
慎
改
康
之
訳
）『
知

の
考
古
学
』
一
九
頁
（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
二
年
））

序

　

二
〇
二
〇
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
て
以
来）1
（

、
政
府
は
感
染
症

ま
ん
延
防
止
策
の
一
環
と
し
て
飲
食
店
に
対
し
て
営
業
時
間
の
短
縮
の
要
請
（
時
短
要
請
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や
休
業
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要
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（
休
業
要
請
）
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行
っ
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グ
ロ
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バ
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ダ
イ
ニ
ン
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訴
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京
地
裁
判
決
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て
き
た）2
（

。
二
〇
二
一
年
二
月
三
日
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法）（
（

（
以
下
、「
特
措
法
」
と
い
う
）
改
正
以
降
は
、
自

粛
要
請）（
（

に
加
え
て
命
令
や
過
料
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
営
業
活
動
に
対
し
て
、
よ
り
強
い
規
制
が
可
能
と
な
っ
た
。

憲
法
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
感
染
症
対
策
は
自
由
と
安
全
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き）（
（

、
こ
こ
で
は
経
済
的
自
由
と
感
染
症
対

策
が
対
立
す
る
構
図
に
な
っ
て
い
る）（
（

。

　

も
っ
と
も
、
感
染
症
対
策
は
常
に
自
由
を
制
約
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
経
済
的
自
由
と
両
立
す
る
こ
と

が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
ト
レ
ス
ケ
ン
（W

erner T
roesken

）
に
よ
れ
ば
、
憲
法
が
経
済
的
自
由
を
保
障
し
た
こ
と
が
感

染
症
対
策
を
妨
げ
た
側
面
が
あ
る
も
の
の
、
経
済
発
展
が
公
衆
衛
生
の
改
善
に
寄
与
し
た
部
分
も
あ
り
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
両

側
面
を
併
有
す
る
と
い
う）（
（

。
た
と
え
ば
、
水
道
事
業
な
ど
公
衆
衛
生
の
向
上
に
貢
献
す
る
民
間
投
資
の
促
進
と
い
っ
た
よ
う
に
、
経

済
発
展
と
公
衆
衛
生
の
向
上
が
両
立
す
る
場
面
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
面
、
ト
レ
ス
ケ
ン
は
差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
感
染
症
対
策
に
よ
り
営
業
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
て
き
た
事
実
に
も
言
及
し
て
い
る
。

一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
ペ
ス
ト
が
流
行
し
た
際
、
中
国
人
労
働
者
に
対
す
る
差
別
が
は
び

こ
っ
て
い
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で
は
多
く
の
中
国
人
が
木
造
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
を
理

由
に
レ
ン
ガ
ま
た
は
石
で
造
ら
れ
た
建
物
で
な
け
れ
ば
営
業
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
多
く
の
営
業
者
が
罰
則
の
対
象
と
な
っ
た）（
（

。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
営
業
規
制
に
対
し
て
、
事
業
者
の
多
く
は
政
府
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
提
起
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
保
険
会
社
に
対
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
損
失
も
カ
バ
ー
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
を
提
起
し
た）（
（

。

こ
こ
で
は
、
規
制
者
と
被
規
制
者
と
い
う
対
立
構
図
で
は
な
く
、
感
染
症
ま
ん
延
に
よ
っ
て
生
じ
た
リ
ス
ク
を
保
険
会
社
が
負
う
べ

き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
広
が
っ
て
い
る）（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
と
営
業
の
自
由
と
の
関
係
は
様
々
な
側
面
を
は
ら
ん
で
お
り
、
裁
判
所
が
そ
の
規
制
の
合
憲
性
を
考

え
る
際
に
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
代
福
祉
国
家
に
お
け
る
感
染
症
対
策
は
規
制
に
限
ら
ず
、
給
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付
と
し
て
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り）（（
（

、
そ
の
構
造
は
一
層
複
雑
化
す
る
。
と
り
わ
け
、
リ
ス
ク
社
会
が
進
む
現
代
に
お
い
て
は
、

三
権
は
い
ず
れ
も
リ
ス
ク
対
応
を
求
め
ら
れ
る
と
同
時
に
そ
の
リ
ス
ク
対
応
に
よ
っ
て
生
じ
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
の
問
題
を
考
え
る
際
に
は
リ
ス
ク
自
体
の
計
算
に
加
え
、
リ
ス
ク
対
策
を
行
う
こ
と
と
行
わ
な
い
場
合
の

コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る）（1
（

。

　

多
く
の
場
合
、
感
染
症
と
い
う
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
の
が
政
治
部
門
や
行
政
機
関
で
あ
り
、
そ
の
対
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
リ
ス
ク

（
人
権
制
約
）
に
対
応
す
る
の
が
司
法
の
役
割
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
司
法
は
権
利
保
障
だ
け
を
考
え
て
判
断
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で

は
な
く
、
実
施
機
関
の
第
一
次
的
判
断
を
尊
重
し
た
上
で
、
法
制
度
上
の
枠
組
み
に
則
り
な
が
ら
、
そ
の
違
法
性
・
合
憲
性
を
審
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
司
法
が
判
断
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
一
定
の
考
慮
を
行
う
余
地
も
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
二
〇
二
一
年
に
改
正
特
措
法
に
基
づ
き
、
東
京
都
知
事
が
事
業
者
に
対
し
て
出
し
た
時
短
命
令
に
対
し
て
訴
訟
が
提

起
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟）（1
（

で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
訴
訟
を
基
に
感
染
症
対
策
に
対
す
る
司
法
審
査
を
考
察
す
る
。

Ⅰ　

グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟
東
京
地
裁
判
決

1　

事
件
の
背
景

　

政
府
は
二
〇
二
〇
年
四
月
に
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
て
以
来
、
宣
言
の
発
令
を
控
え
て
い
た
が
、
二
〇
二
〇
年
末
頃
か

ら
い
わ
ゆ
る
第
三
波
が
始
ま
る
と
こ
れ
ま
で
に
な
く
感
染
者
が
増
加
し
た
。
二
〇
二
一
年
一
月
七
日
、
政
府
は
一
都
三
県
に
対
し
て

二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
（
一
月
七
日
～
二
月
七
日
）
を
発
令
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
飲
食
店
等
に
は
時
短
営
業
等
が
要
請
さ
れ
る

見
込
み
が
出
て
き
た
。

　

同
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
社
（
原
告
）
は
、
今
後
も
平
常
通
り
の
営
業
を
続
け
る
旨
を
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
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表
し
た
。
原
告
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
現
状
が
緊
急
事
態
に
該
当
し
な
い
こ
と
、
営
業
制
限
を
し
て
も
感
染
防
止
に
効
果
が
な
い
こ

と
、
医
療
崩
壊
が
起
き
て
い
る
と
は
思
え
な
い
こ
と
、
協
力
金
等
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
都

（
被
告
）
は
、
一
月
八
日
、
飲
食
店
に
対
し
て
特
措
法
二
四
条
九
項
に
基
づ
く
時
短
要
請
（
午
前
五
時
～
午
後
八
時
、
酒
類
提
供
の
場
合

は
午
前
一
一
時
～
午
後
七
時
）
を
行
っ
た
。
だ
が
、
原
告
は
そ
れ
に
従
わ
ず
に
営
業
を
続
け
た
。

　

こ
の
間
、
従
来
の
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
策
の
強
化
の
是
非
が
国
会
で
議
論
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
二
月
三
日
に
特
措
法
が
改
正
さ

れ
た）（1
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
時
短
要
請
や
休
業
要
請
に
応
じ
な
い
事
業
者
に
対
し
て
命
令
を
出
し
た
り
過
料
を
科
し
た
り
す
る
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。

　

そ
こ
で
二
月
二
六
日
、
被
告
は
時
短
要
請
に
応
じ
な
い
原
告
に
対
し
て
、
特
措
法
四
五
条
二
項）（1
（

に
基
づ
く
時
短
要
請
を
行
っ
た
。

感
染
状
況
が
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
は
三
月
五
日
に
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
を
決
定
し
、
東
京
都
に
つ
い
て
は
期
間
が
三

月
二
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
原
告
は
、
三
月
一
一
日
に
弁
明
書
を
提
出
し
、
当
社
は
本
件
要
請
に
応
じ
な
い
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
で
今
後
も
応
じ
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
と
い
う
非
常
に
不
本
意
な
判
断
が
さ
れ
て
営
業
時
間
短
縮
の
命
令

を
受
け
れ
ば
、
こ
れ
に
は
従
う
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

被
告
は
、
三
月
一
五
日
、
原
告
が
本
件
対
象
施
設
で
の
夜
間
の
営
業
を
継
続
し
、
客
の
来
店
を
促
す
こ
と
で
飲
食
に
つ
な
が
る
人

の
流
れ
を
増
大
さ
せ
て
市
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
こ
と
、
緊
急
事
態
措
置
に
応
じ
な
い
旨
を
強
く
発
信
す
る
な
ど
他
の
飲

食
店
の
夜
間
の
営
業
継
続
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
月
一
七
日
以
降
も
夜
間
の
営
業
を
継
続
す
る
場
合
は
、

四
五
条
三
項）（1
（

に
基
づ
く
命
令
を
行
う
予
定
で
あ
る
旨
の
事
前
の
通
知
を
し
た
。

　

原
告
は
一
七
日
以
降
も
夜
間
営
業
を
続
け
た
た
め
、
三
月
一
八
日
、
被
告
は
特
措
法
四
五
条
三
項
に
基
づ
く
命
令
を
行
い
、
緊
急

事
態
宣
言
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
（
四
日
間
）、
夜
間
営
業
を
停
止
す
る
旨
の
命
令
（
本
件
命
令
）
を
出
し
た
。
原
告
は
、
本
件
命
令
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に
従
い
、
四
日
間
夜
間
営
業
を
行
わ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
東
京
都
内
の
飲
食
店
の
う
ち
、
約
二
〇
〇
〇
店
舗
が
時
短
要
請
に
応
じ
ず
に
夜
間
営
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
被

告
は
三
二
店
舗
（
こ
の
う
ち
、
原
告
の
店
舗
が
二
六
）
に
対
し
て
停
止
命
令
を
出
し
て
い
た
。

　

原
告
は
、
本
件
命
令
発
出
時
は
緊
急
事
態
と
い
え
る
状
況
に
な
か
っ
た
、
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
っ
た
、

不
必
要
な
命
令
で
あ
っ
た
、
と
し
て
本
件
命
令
が
違
法
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
特
措
法
の
規
定
お
よ
び
本
件
命
令
は
営
業
の
自
由
、

表
現
の
自
由
、
平
等
を
侵
害
し
て
違
憲
で
あ
る
と
し
、
本
件
命
令
に
従
っ
て
時
短
に
応
じ
た
こ
と
で
売
上
が
減
少
し
て
損
害
を
被
っ

た
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
き
一
〇
四
円）（1
（

の
損
害
賠
償
を
被
告
に
対
し
て
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。

2　

東
京
地
裁
の
判
断

　

東
京
地
裁
は
大
要
次
の
よ
う
に
判
断
し
た）（1
（

。

⑴
　
本
件
命
令
発
出
時
の
緊
急
事
態
性

　

本
件
命
令
発
出
時
は
、
政
府
対
策
本
部
長
が
特
措
法
三
二
条
一
項
に
基
づ
い
て
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
て
い
た
期
間
に
当
た
る
。

原
告
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
で
あ
る
か
否
か
は
緊
急
事
態
宣
言
期
間
中
で
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
新
規
感
染
者
数

の
推
移
や
医
療
提
供
体
制
の
状
況
に
基
づ
い
て
実
質
的
に
緊
急
事
態
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
は
そ
の
基
準
自
体
が
不
明
確
で
あ
り
、
採
用
で
き
な
い
。

⑵
　
本
件
命
令
の
目
的
の
違
法
性

　

原
告
は
、
要
請
に
従
わ
な
か
っ
た
事
業
者
が
約
二
〇
〇
〇
店
舗
存
在
し
た
中
で
、
被
告
が
三
二
の
対
象
施
設
に
命
令
を
出
し
、
そ
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の
う
ち
の
二
六
が
原
告
の
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
命
令
は
反
対
意
見
を
表
明
し
た
原
告
に
対
す
る
報
復
措
置
と
し
て
原
告

を
狙
い
撃
ち
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
時
間
的
余
裕
が
あ
れ
ば
要
請
に
従
わ
な
か
っ
た
そ
の
他
の
反
対
意
見
を

表
明
し
て
い
な
い
事
業
者
に
も
命
令
を
発
出
し
た
可
能
性
が
高
く
、
原
告
が
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
く
て
も
命
令
が
発
出
さ
れ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
本
件
命
令
は
緊
急
事
態
措
置
に
対
し
明
示
的
に
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
飲
食
店
に

も
発
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
命
令
が
原
告
を
狙
い
撃
ち
に
し
た
報
復
・
見
せ
し
め
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
く
、
違
法

な
目
的
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
命
令
の
大
多
数
が
原
告
の
店
舗
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
本
件
命
令
の
発
出
は
特
に
必
要
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
お
い
て
、
考
慮
要
素
に
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

⑶
　
正
当
な
理
由
の
有
無

　

特
措
法
四
五
条
三
項
は
、
事
業
者
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
を
命
令
発
出
の
前
提
要
件
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
原
告
の
提
示
し
た
理
由
が
「
正
当
な
理
由
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

　

原
告
は
、
特
措
法
は
被
告
が
四
五
条
二
項
に
基
づ
く
要
請
を
行
う
際
に
は
そ
の
影
響
の
及
ぶ
事
業
者
の
経
済
的
な
事
情
を
考
慮
す

る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
、
同
法
四
五
条
三
項
所
定
の
正
当
な
理
由
の
有
無
に
つ
き
、
経
営
状
況
等
の
経
済
的
事
情

が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
四
五
条
二
項
要
請
に
応
じ
た
場
合
に
は
、
店
舗
の
営
業
時
間
の
短
縮
に
よ
っ

て
必
然
的
に
売
上
が
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
が
四
五
条
二
項
要
請
を
行
う
に
際
し
、
飲
食
店
ご

と
の
経
営
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
感
染
症
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
の
達
成

に
支
障
を
来
す
。
他
面
、
要
請
に
応
じ
た
事
業
者
に
は
法
制
度
上
財
政
上
の
支
援
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
事
業
者
に
対
す
る
影
響
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
や
措
置
が
実
施
さ
れ
る
期
間
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
四
五
条
二
項
要
請
に
応
じ
な
い
正
当

な
理
由
は
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
要
請
は
、
休
業
で
は
な
く
営
業
時
間
短
縮
の
要
請
で
あ
り
、
要
請
に
応
じ
た
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場
合
に
は
損
失
が
一
定
程
度
て
ん
補
さ
れ
う
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
原
告
に
お
い
て
同
要
請
に
応
じ
な
い
正
当
な
理
由
が

あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑷
　
本
件
命
令
発
出
の
必
要
性

　

特
措
法
四
五
条
三
項
は
、
事
業
者
が
正
当
な
理
由
な
く
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
、
知
事
は
、
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及

び
健
康
を
保
護
し
、
国
民
生
活
や
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
」、
命
令
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
命
令
発
出
の
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

　

特
措
法
四
五
条
三
項
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
施
設
管
理
者
は
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り）（1
（

、

制
裁
規
定
の
前
提
に
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
運
用
は
慎
重
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
原
告
は
、
施

設
管
理
者
に
対
す
る
必
要
最
小
限
の
措
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
過
料
の
制
裁
の
前
提
に
な
る
不
利
益
処
分
を
課
し
て
も
や
む
を
得

な
い
と
い
う
に
足
り
る
高
度
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
当
該
要
件
を
非
常
に
厳
格
に
解

し
て
お
り
、
時
短
要
請
が
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
必
要
か
つ
有
用
で
あ
る
こ
と
と
の
均
衡
を
失
し
、
そ
の
ま
ま
採
用
し
難
い

も
の
の
、
当
該
施
設
管
理
者
に
不
利
益
処
分
を
課
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
え
る
程
度
の
個
別
の
事
情
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と

い
う
限
度
で
首
肯
し
得
る
。

　

内
閣
官
房
は
、
当
該
要
件
該
当
性
判
断
に
つ
い
て
、
都
知
事
等
に
次
の
よ
う
に
説
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、

専
門
家
の
意
見
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
施
設
等
が
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

当
該
施
設
に
お
い
て
三
密
に
当
た
る
環
境
が
発
生
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
実
際
に
確
認
で

き
る
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
は
要
件
の
考
慮
要
素
に
な
り
得
る
と
も
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
本
件
命
令
発
出
日
の
後
に
は
、
上
記
要
件
該
当
性
の
評
価
に
つ
い
て
合
理
的
な
説
明
が
可
能
で
あ
る
か
、
個
別
施
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設
に
対
し
て
命
令
を
行
う
判
断
の
考
え
方
や
基
準
に
つ
い
て
合
理
的
な
説
明
が
可
能
で
あ
り
、
公
正
性
の
観
点
か
ら
も
説
明
が
で
き

る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
個
別
の
事
情
の
有
無
の
判
断
に
当
た
り
参

考
に
な
る
。

　

原
告
は
、
対
象
施
設
内
の
座
席
間
隔
を
従
来
よ
り
も
空
け
、
強
力
吸
排
気
に
よ
り
店
舗
内
の
換
気
を
図
り
、
手
の
触
れ
る
場
所
の

消
毒
や
拭
き
取
り
、
消
毒
液
や
検
温
器
を
設
置
す
る
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も

密
閉
空
間
が
発
生
し
て
い
た
と
は
い
え
ず
、
相
当
の
感
染
防
止
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す

る
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
被
告
は
、
本
件
命
令
発
出
の
必
要
性
の
有
無
の
判
断
は
、
都
知
事
の
広
範
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
①

同
命
令
発
出
日
の
頃
の
都
内
で
の
新
規
感
染
者
数
の
推
移
や
医
療
提
供
体
制
の
ひ
っ
迫
の
状
況
に
基
づ
け
ば
、
緊
急
事
態
措
置
と
し

て
飲
食
店
の
営
業
時
間
短
縮
の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
飲
食
店
ご
と
の
感
染
防
止
対
策
に
ま
か
せ
る
だ
け
で
は
、
営

業
時
間
短
縮
措
置
の
代
替
策
と
し
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
本
件
命
令
の
発
出
は
特
に
必
要
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ

る
と
主
張
し
た
。

　

し
か
し
、
本
件
命
令
発
出
の
必
要
性
の
有
無
の
判
断
が
都
知
事
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
特
措
法
は
、
都
知
事
が

四
五
条
三
項
の
命
令
を
発
出
し
得
る
場
合
を
、
施
設
管
理
者
が
四
五
条
二
項
の
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
に
加
え
、
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
に
限
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
裁
量
の
幅
は
広
範
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
被
告
の
①
と
②
の
主
張
は
個

別
の
事
情
を
考
慮
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
採
用
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
被
告
は
、
上
場
企
業
の
原
告
が
本
件
対
象
施
設
で
の
夜
間
の
営
業
を
継
続
し
、
客
の
来
店
を
促
す
こ
と
で
、
飲
食
に
つ
な

が
る
人
の
流
れ
を
増
大
さ
せ
、
市
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
て
お
り
、
加
え
て
、
原
告
が
緊
急
事
態
措
置
に
応
じ
な
い
旨
を
強
く
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
飲
食
店
の
夜
間
の
営
業
継
続
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
の
抑
制
の
た
め
に
、
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本
件
命
令
の
発
出
は
特
に
必
要
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
主
張
す
る
。

　

し
か
し
、
本
件
命
令
発
出
日
の
頃
、
都
内
の
飲
食
店
の
う
ち
二
〇
〇
〇
余
り
の
店
舗
は
、
営
業
時
間
短
縮
の
協
力
要
請
に
応
じ
ず

夜
間
の
営
業
を
継
続
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
い
か
に
上
場
企
業
で
あ
る
と
は
い
え
、
二
〇
〇
〇
余
り
の
店
舗
の
一
％
強
を
占
め

る
に
す
ぎ
な
い
本
件
対
象
施
設
に
お
い
て
、
原
告
が
実
施
し
て
い
た
感
染
防
止
対
策
の
実
情
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
危
険
の
程
度

等
の
個
別
の
事
情
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
な
く
、
同
施
設
で
の
夜
間
の
営
業
継
続
が
、
た
だ
ち
に
飲
食
に
つ
な
が
る
人
の
流
れ
を

増
大
さ
せ
、
市
中
の
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
た
と
認
め
る
根
拠
は
見
出
し
難
い
。

　

さ
ら
に
、
本
件
命
令
の
時
点
で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
三
日
後
に
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
件
命
令
の
効
力
が
生
じ
る
期
間
は

発
出
日
当
日
を
含
め
て
四
日
間
し
か
な
い
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
。
統
計
学
に
基
づ
く
分
析
に
よ
れ
ば
こ
の
四
日
間
に
お
い
て
、
本

件
対
象
施
設
の
営
業
時
間
の
短
縮
に
よ
っ
て
来
客
数
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
抑
止
し
得
た
新
規
感
染
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
が
同
命
令
を
あ
え
て
発
出
し
た
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
原
告
の
反
対
意
見
の
表
明
は
平
常
通
り
営
業
を
続
け
る
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
他
の
飲
食
店
に
夜
間
の
営
業
継
続
を
扇
動

し
た
り
原
告
と
の
協
調
を
呼
び
か
け
た
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
原
告
の
意
見
に
触
発
さ
れ
て
夜
間
営
業
を
継
続
し
た

飲
食
店
の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
四
日
間
の
う
ち
に
、
被
告
の
反
対
意
見
が
他
の
飲
食
店
の

夜
間
の
営
業
継
続
を
誘
発
す
る
具
体
的
な
お
そ
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
が
四
日
間
し
か
効
力

の
な
い
命
令
を
あ
え
て
発
出
し
た
こ
と
の
必
要
性
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
し
て
二
〇
〇
〇
余
り
の
店
舗
中
、
被
告
が
本
件
対
象
施
設
の
ほ
か
に
は
、
わ
ず
か
六
施
設
に
対
し
て
し
か
命
令
を
発
出
し
な

か
っ
た
こ
と
は
原
告
に
と
っ
て
不
公
平
な
も
の
で
あ
り
、
内
閣
官
房
の
指
摘
す
る
公
正
性
の
観
点
か
ら
の
説
明
は
困
難
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
命
令
に
つ
き
、
原
告
が
本
件
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
に
加
え
、
本
件
対
象
施
設
に
つ
き
、
原
告
に
不
利
益
処
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分
を
課
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
え
る
程
度
の
個
別
の
事
情
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
命
令
の
発
出
は
特
に
必

要
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
違
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

⑸
　
職
務
上
の
注
意
義
務
違
反

　

本
件
命
令
の
発
出
は
特
に
必
要
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
四
五
条
三
項
命
令
自
体
が
違
法
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

本
件
命
令
は
四
日
間
し
か
効
力
を
生
じ
な
い
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
が
同
命
令
を
あ
え
て
発
出
し
た
な
ど

の
事
情
の
下
、
原
告
が
本
件
要
請
に
応
じ
な
い
こ
と
に
加
え
、
原
告
に
不
利
益
処
分
を
課
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
え
る
程
度
の

個
別
の
事
情
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
の
違
法
性
判
断
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
同
命
令
の
発
出
に
当
た
り
、
都
知
事

が
裁
量
の
範
囲
を
著
し
く
逸
脱
し
た
と
ま
で
は
い
い
難
い
。

　

本
件
命
令
は
、
特
措
法
四
五
条
三
項
命
令
の
法
定
後
、
命
令
該
当
性
に
つ
い
て
内
閣
官
房
の
要
件
該
当
性
判
断
に
関
す
る
見
解
が

示
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
今
回
が
最
初
の
発
出
事
例
で
あ
り
、
都
知
事
は
要
件
該
当
性
判
断
の
当
否
等
の
検
討
の
た
め
に
参
照
す
べ

き
先
例
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
都
知
事
が
本
件
命
令
発
出
日
の
頃
、
同
条
項
の
要
件
該
当
性
を
適
切
に
判
断
す
る

の
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
件
命
令
は
、
対
策
審
議
会
に
お
け
る
学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見
聴
取
、
行
政
手
続
法
所
定
の
弁
明
の
機
会
の
付
与
等
を

踏
ま
え
て
お
り
、
原
告
に
対
す
る
手
続
保
障
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
意
見
聴
取
の
結
果
は
、
こ
ぞ
っ
て
本
件
命
令
の
発
出
の

必
要
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
都
知
事
が
上
記
意
見
聴
取
の
結
果
よ
り
も
原
告
の
弁
明
書
の
考
え
方
を
優
先
し
、
本
件
命
令
の
発

出
を
差
し
控
え
る
旨
判
断
す
る
こ
と
は
、
期
待
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
処
分
の
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
違
法
で
あ
る
こ
と
を
予
見
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
国
家
賠
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償
法
一
条
一
項
に
い
う
過
失
が
な
い
と
さ
れ
た
判
例
（
最
高
裁
平
成
三
年
七
月
九
日
第
三
小
法
廷
判
決
・
民
集
四
五
巻
六
号
一
〇
四
九
頁
、

最
高
裁
平
成
一
六
年
一
月
一
五
日
第
一
小
法
廷
判
決
・
民
集
五
八
巻
一
号
二
二
六
頁
参
照
）
も
参
考
に
す
れ
ば
、
都
知
事
が
本
件
命
令
を

発
出
す
る
に
当
た
り
過
失
が
あ
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
職
務
上
の
注
意
義
務
に
違
反
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

⑹
　
合
憲
性

　

飲
食
店
に
対
す
る
時
短
要
請
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
起
点
と
み
ら
れ
た
飲
食
を
中
心
と
し
た
人
の
流
れ
を
抑
制
す
る
対
策
と
し
て
必

要
か
つ
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
感
染
拡
大
が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
り
、
不
特
定
多
数
人
の
前
で
マ
ス
ク

を
外
す
場
面
が
不
可
避
的
に
生
じ
る
飲
食
店
に
お
い
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
危
険
性
に
対
す
る
警
戒
心
が
解
か
れ
る
こ
と
は
な
く
、

協
力
要
請
は
一
貫
し
て
最
も
重
要
な
感
染
防
止
対
策
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
都
民
に
も
浸
透
し
、
都
内
の
飲
食
店
の
う
ち
大

多
数
の
店
舗
が
同
協
力
要
請
に
応
じ
て
い
た
な
ど
の
事
情
に
お
い
て
は
、
通
常
は
上
記
協
力
要
請
の
後
に
行
わ
れ
る
四
五
条
二
項
要

請
及
び
四
五
条
三
項
命
令
が
、
飲
食
店
に
対
す
る
過
剰
な
規
制
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
特
措
法
四
五
条
二
項
及
び
三
項
所
定
の
規
制
は
、
同
法
の
目
的
に
照
ら
し
て
不
合
理
な
手
段
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、

こ
れ
ら
各
条
項
が
原
告
の
営
業
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
は
い
え
ず
、
法
令
違
憲
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

原
告
は
、
本
件
命
令
が
営
業
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
平
等
を
侵
害
し
、
適
用
違
憲
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
ず
、
営
業
の
自
由

に
つ
い
て
は
、
被
告
が
本
件
対
象
施
設
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た
感
染
防
止
対
策
の
検
討
を
怠
っ
た
と
し
て
も
、
被
告
が
特
措
法
七

二
条
二
項
に
よ
り
立
入
検
査
等
を
行
う
義
務
を
負
う
と
は
い
え
ず
、
原
告
の
営
業
の
自
由
が
侵
害
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
次
に
、

表
現
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
被
告
が
原
告
の
反
対
意
見
が
他
の
事
業
者
の
夜
間
営
業
を
誘
発
す
る
と
し
た
点
は
同
命
令
に
係
る
措
置

命
令
書
に
付
記
さ
れ
た
理
由
の
一
部
で
あ
り
、
本
件
記
事
に
表
れ
た
原
告
代
表
者
の
考
え
方
に
対
す
る
批
判
や
攻
撃
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
対
策
審
議
会
の
委
員
か
ら
、
原
告
が
本
件
要
請
に
応
じ
な
い
状
況
は
、
営
業
時
間
短
縮
の
協
力
要
請
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に
応
じ
て
い
る
多
数
の
飲
食
店
と
の
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
他
の
飲
食
店
の
営
業
の
短
縮
に

よ
り
、
原
告
の
店
舗
に
顧
客
が
流
れ
込
ん
で
い
る
旨
の
報
道
も
見
ら
れ
た
こ
と
に
よ
れ
ば
、
本
件
命
令
発
出
日
の
頃
、
不
公
平
感
を

募
ら
せ
た
他
の
飲
食
店
が
売
上
を
増
や
そ
う
と
し
て
、
夜
間
の
営
業
を
継
続
す
る
可
能
性
が
全
く
な
か
っ
た
と
ま
で
は
い
い
難
い
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
上
記
部
分
は
、
前
提
を
誤
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
お
よ
そ
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、

行
政
手
続
上
著
し
く
不
相
当
な
理
由
の
付
記
で
あ
っ
た
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　

本
件
命
令
は
原
告
に
対
す
る
報
復
や
見
せ
し
め
で
は
な
く
、
同
命
令
に
違
法
な
目
的
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
本
件
命
令
を
行
う
理
由
の
う
ち
上
記
部
分
が
、
原
告
の
表
現
の
自
由
に
対
す
る
過
度
な
干
渉
と
し
て
憲
法
二
一
条
一
項
に

違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
。

　

最
後
に
、
平
等
に
つ
き
、
被
告
が
夜
間
の
営
業
を
継
続
し
て
い
た
二
〇
〇
〇
余
り
の
店
舗
中
、
本
件
対
象
施
設
の
ほ
か
に
は
数
店

舗
に
対
し
て
し
か
、
四
五
条
三
項
命
令
を
発
出
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
不
利
益
処
分
の
対
象
に
な
っ
た
原
告
に
と
っ
て
不
公
平
な
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
点
は
本
件
命
令
の
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
事
情
と
し
て
考
慮
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
更
に
平
等
原

則
違
反
の
有
無
を
判
断
す
る
必
要
性
を
認
め
な
い
。

⑺
　
結
　
論

　

よ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
の
争
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却
す
る
。
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Ⅱ　

考　

察

1　

本
判
決
の
特
徴

　

グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
と
し
て
飲
食
店
に
対
す
る
時
短
命
令
の
合
憲
性
お
よ
び
違
法
性
が

問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
飲
食
店
に
対
す
る
規
制
が
一
つ
の
柱
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
の
合
理
性
を
問
う
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
実
際
、
原
告
が
請
求
し
た
金
額
は
一
〇
四
円
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
主
眼
は
感
染
症
対
策
の
合
理
性
を
問
う
点
に
あ
っ
た
。

　

本
件
で
問
題
と
な
っ
た
時
短
命
令
は
隔
離
や
休
業
規
制
ほ
ど
強
度
な
規
制
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
裁
判
所
は
、
実
施

機
関
（
都
知
事
）
の
判
断
を
尊
重
し
て
、
そ
の
判
断
を
表
面
的
に
な
ぞ
る
だ
け
で
終
え
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。
実
際
、
本
判
決
は
緊

急
事
態
の
可
否
に
つ
い
て
は
原
告
の
主
張
を
簡
単
に
し
り
ぞ
け
て
お
り
、
ま
た
必
要
性
の
審
査
の
場
面
で
も
内
閣
官
房
の
通
達
を
踏

ま
え
て
判
断
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
政
治
ま
た
は
行
政
の
判
断
を
尊
重
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
実
施
機
関

の
判
断
に
は
そ
れ
ほ
ど
敬
譲
せ
ず
、
特
措
法
の
構
造
を
踏
ま
え
な
が
ら
必
要
性
の
判
断
を
丹
念
に
行
い
、
本
件
命
令
を
違
法
と
し
た
。

　

か
か
る
判
断
を
可
能
に
し
た
の
は
、
感
染
症
対
策
に
固
有
の
法
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
特
措
法
五
条
が
必
要
最

小
限
の
措
置
を
要
求
し
、
ま
た
時
短
命
令
の
根
拠
規
定
で
あ
る
同
法
四
五
条
三
項
が
必
要
性
の
要
件
を
厳
し
く
規
定
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
単
に
規
制
の
違
法
性
を
厳
し
く
審
査
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
、
必
要
性
の
審
査

の
際
、
原
告
の
主
張
す
る
高
度
な
必
要
性

0

0

0

0

0

0

は
規
制
の
必
要
性

0

0

0

0

0

0

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
の
で
採
用
で
き
な
い
と
述
べ
、
当
事
者
双
方
の

主
張
を
踏
ま
え
な
が
ら
命
令
発
出
の
必
要
性
を
審
査
し
た
。
ま
た
、
命
令
発
出
に
つ
い
て
は
違
法
と
し
な
が
ら
も
判
決
結
果
と
し
て

当
時
の
事
情
を
考
慮
し
て
過
失
を
否
定
し
た
こ
と
は
、
違
法
判
決
を
下
す
こ
と
で
自
治
体
が
感
染
症
対
策
の
実
施
に
慎
重
に
な
り
す

ぎ
て
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
感
染
症
対
策
の
重
要
性
を
考
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慮
し
、
過
失
の
判
断
に
お
い
て
違
法
判
断
が
も
た
ら
す
感
染
症
対
策
へ
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
判
断
は
感
染
症
な
ど
の
リ
ス
ク
問
題
に
関
す
る
司
法
審
査
の
一
つ
の
姿
を
提
示
す
る
も
の
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
感
染

症
対
策
に
対
す
る
司
法
審
査
に
お
い
て
自
由
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
、
判
断
代
置
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で

特
に
重
視
さ
れ
る
の
が
法
律
の
授
権
や
中
立
性
・
公
平
性
の
判
断
と
い
っ
た
外
形
的
判
断
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
感
染
症
対
策
に

お
い
て
は
実
施
機
関
が
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
法
律
の
授
権
の
な
い
施
策
を
行
っ
た
り
中
立
性
や
公
平
性
に
欠
け
る
判
断
を
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
判
決
も
公
平
性
の
問
題
に
着
目
し
て
お
り
、
そ
の
点
も
感
染
症
対
策
に
適
し
た
判
断
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

以
下
で
は
、
感
染
症
対
策
に
対
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
判
決
の
判
断
構
造
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
に
す
る
。

2　

感
染
症
対
策
と
司
法
審
査

　

感
染
症
対
策
な
ど
を
含
む
公
衆
衛
生
施
策
は
公
共
の
福
祉
に
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）11
（

。
公
衆
衛
生
の
維
持
は
国
家
の
古
典

的
責
務
の
一
つ
で
あ
り
、
実
際
、
そ
れ
は
国
民
全
体
の
利
益
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
が
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に

必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
は
不
作
為
を
問
わ
れ
か
ね
な
い）1（
（

。
そ
の
た
め
、
公
衆
衛
生

施
策
は
国
家
が
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
共
の
福
祉
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
も
で
き）11
（

、
ま
た
憲
法
二
五
条
二
項）11
（

が
国
は
公
衆
衛

生
の
向
上
と
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
国
民
の
社
会
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
な
事
柄

で
あ
る
。

　

通
常
、
公
衆
衛
生
施
策
を
実
施
す
る
の
は
政
治
部
門
や
行
政
機
関
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
感
染
症
対
策
と
社

会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
総
合
的
判
断
や
効
果
的
な
感
染
症
対
策
な
ど
の
専
門
的
判
断
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

機
関
が
そ
の
是
非
を
決
め
る
。
そ
の
た
め
、
公
衆
衛
生
施
策
を
め
ぐ
る
問
題
が
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
機
関
の
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第
一
次
的
判
断
を
尊
重
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る）11
（

。

　

た
だ
し
、
消
極
目
的
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
権
利
を
著
し
く
制
約
す
る
場
合
、
規
制
手
段
が
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
合

理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
が
厳
密
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
公
衆
衛
生
目
的
の
た
め
の
経
済
規
制
の
合
憲
性
に
つ
い
て

は
、
か
つ
て
薬
事
法
距
離
制
限
事
件
判
決）11
（

が
、
許
可
制
に
よ
る
強
い
職
業
制
限
が
消
極
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
許
可

制
に
比
べ
て
職
業
の
自
由
に
対
す
る
よ
り
緩
や
か
な
規
制
に
よ
っ
て
は
そ
の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
要
す
る
と
し
、
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
許
可
条
件
の
設
定
と
そ
の
目
的
と
の
関
連
性
、
そ
し
て
そ

の
目
的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
の
必
要
性
と
合
理
性
を
検
討
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所
は
当
該
手
段
が
公
衆
衛
生
維
持
と
い
う
目
的

の
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
厳
密
に
審
査
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
、
感
染
症
対
策
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
一
九
九
八
年
の
感
染
症
法）11
（

制
定
に
よ
っ
て
総
合
的
感
染
症
対
策
が
構
築
さ
れ
、

新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
に
お
い
て
も
特
措
法
に
よ
っ
て
そ
の
対
策
が
構
造
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
司
法
審
査
も
基
本
的
に
は
そ
の
構

造
に
基
づ
き
な
が
ら
行
う
こ
と
に
な
る
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
敬
譲
型
審
査
に
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
感
染
症
対
策
は
隔
離
、
検
査
、
予
防
接
種
、
交
通
遮
断
、
土
地
使
用
規
制
、
休
業
な
ど
権
利
を
強
く
制

約
す
る
手
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
過
去
に
そ
れ
が
重
大
な
権
利
侵
害
を
引
き
起
こ
し
て
き
た
こ
と
を
踏

ま
え
る
と）11
（

、
か
か
る
規
制
の
合
憲
性
審
査
に
お
い
て
は
厳
格
審
査
が
行
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
感
染
症
法）11
（

や
特
措
法）11
（

も
ま
た

必
要
最
小
限
の
措
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
規
制
の
強
度
や
そ

の
態
様
、
制
約
さ
れ
た
権
利
の
性
質
や
侵
害
さ
れ
た
程
度
に
よ
っ
て
審
査
密
度
は
変
動
す
る
余
地
が
あ
り
、
か
つ
専
門
家
の
間
で
も

意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
判
断
が
絡
む
よ
う
な
場
合
に
は
厳
密
な
司
法
審
査
が
困
難
に
な
る
場
面
も
生
じ
う
る
が
、
し
か
し
、

少
な
く
と
も
法
律
が
必
要
最
小
限
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
行
政
判
断
に
敬
譲
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う）11
（

。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸
外
国
の
判
例
を
見
る
と
、
感
染
症
対
策
は
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
に
合
わ
せ
て
様
々
な
措
置
を
行
う
必
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要
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
時
に
法
律
の
授
権
に
欠
け
る
措
置
や
中
立
性
に
欠
け
る
措
置
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
違
法
と
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
マ
ス
ク
の
義
務
化
の
違
法
性
が
争
わ
れ
た
事
件
で
、
連
邦
最
高
裁
は
大
企
業

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
化
が
法
律
の
授
権
を
欠
く
と
し
て
違
法
判
断
を
下
し
て
い
る）1（
（

。
ま
た
、
宗
教
施
設
に
対
す
る
礼
拝
時

の
収
容
人
数
制
限
が
世
俗
の
一
般
施
設
の
収
容
人
数
制
限
と
比
べ
て
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
合
憲
性
に
つ
き
、
連
邦
最
高

裁
は
中
立
性
を
欠
く
と
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
て
い
る）11
（

。

　

感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
法
令
そ
れ
自
体
よ
り
も
具
体
的
措
置
の
問
題
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
そ
し
て
感
染
症
法
や
特
措
法
が
必

要
最
小
限
の
措
置
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
感
染
症
対
策
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
当
該
措
置
の
違
法
性
が
主
な
争
点
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
公
衆
衛
生
施
策
に
よ
る
憲
法
上
の
権
利
侵
害
が
主
張
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
も
、
最
高
裁
は
法
令
の
適

用
の
際
に
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
を
個
別
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
判
断
を
下
し
て
い
る）11
（

。

　

そ
う
な
る
と
、
違
法
性
の
判
断
を
行
う
に
あ
た
り
、
裁
判
所
が
ど
の
程
度
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
が
主
な
論
点
に
な
る
。
当

該
問
題
が
行
政
機
関
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
領
域
で
あ
り
、
さ
ら
に
法
令
が
広
く
裁
量
を
認
め
る
よ
う
な
規
定
を
置
い
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
判
断
が
全
く
事
実
の
基
礎
を
欠
き
又
は
社
会
通
念
上
著
し
く
妥
当
性
を
欠
く
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば

裁
量
の
逸
脱
濫
用
は
認
め
ら
れ
な
い）11
（

。
一
方
、
感
染
症
法
や
特
措
法
は
必
要
最
小
限
の
措
置
を
要
求
し
て
お
り
、
さ
ら
に
本
件
で
問

題
と
な
っ
た
命
令
発
出
は
「
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
」
と
命
令
発
出
場
面
を
限
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
規
定
を

真
摯
に
受
け
止
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
判
決
が
示
し
た
よ
う
に
、
個
別
の
事
情
や
判
断
過
程
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
性
、
合
理
性
、

公
平
性
な
ど
の
審
査
に
踏
み
込
む
余
地
が
あ
る
。

　

他
面
、
こ
の
よ
う
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
感
染
症
対
策
の
一
部
が
違
法
に
な
る
と
、
そ
れ
が
感
染
症
対
策
に
悪
影
響
を
与
え
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
感
染
症
対
策
は
国
民
の
健
康
に
密
接
に
関
わ
り
、
特
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
違
法

判
断
に
よ
っ
て
有
効
な
感
染
症
対
策
を
行
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
感
染
症
対
策
に
限
ら
ず
、
行
政
機
関
の
行
為
に
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対
し
て
は
、
取
消
訴
訟
で
争
う
場
合
に
は
事
情
判
決
の
判
断）11
（

、
国
賠
訴
訟
で
争
う
場
合
に
は
行
為
の
違
法
性
と
過
失
の
有
無
を
分
け

る
判
断
方
法
が
あ
り
う
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
考
慮
す
る
事
項
や
結
果
の
効
力
は
違
え
ど
も
、
規
制
を
違
法
と
し
た
場
合
に
生
じ

る
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
結
果
と
し
て
そ
の
規
制
を
維
持
ま
た
は
合
法
と
す
る
途
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
の
違
法
性
と
結
果
の
違
法
性
を
分
け
る
手
法
は
特
に
違
法
判
断
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
を
軽
視
し
難
い
感
染
症

対
策
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

3　

違
法
性
・
過
失
二
元
論
に
潜
在
す
る
リ
ス
ク
要
素

　

本
判
決
は
都
知
事
の
命
令
を
違
法
と
し
な
が
ら
も
そ
の
過
失
を
認
め
な
か
っ
た
。
か
か
る
判
断
は
違
法
性
の
判
断
と
過
失
の
判
断

が
異
な
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
。
判
例
や
行
政
法
学
説
に
お
い
て
は
、
国
賠
法
上
の
判
断
に
つ
い
て
違
法
性
と
過
失
を
分
け
る
ア
プ

ロ
ー
チ
と
、
行
為
の
違
法
性
と
過
失
の
認
定
を
同
一
視
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る）11
（

。
こ
の
問
題
は
も
と
も
と
法
令
違
反
の
行
政
活
動

が
国
賠
法
上
も
同
時
に
違
法
と
な
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
取
消
訴
訟
に
お
け
る
違
法
性
と
の
関
係
に
も
つ
な

が
る）11
（

。
そ
し
て
違
法
性
の
判
断
や
違
法
性
と
過
失
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
判
例
、
裁
判
例
、
学
説
に
お
い
て
分
か
れ
て
い
る
状
況
に

あ
る）11
（

。
こ
こ
で
は
行
政
行
為
の
違
法
性
と
過
失
の
認
定
と
い
う
場
面
に
限
定
し
て
考
え
る
こ
と
と
し
、
国
賠
法
上
の
違
法
性
と
過
失

を
分
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
便
宜
上
「
違
法
性
・
過
失
二
元
論
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

本
判
決
は
、
二
つ
の
先
例
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
違
法
性
・
過
失
二
元
論
を
正
当
化
し
よ
う
と
し
た
が
、
厳
密
に
い
え
ば
、

先
例
と
本
件
で
は
事
案
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
本
判
決
が
引
用
し
た
先
例
の
一
つ
は
、
幼
年
者
接
見
交
通
制
限
事
件
判
決）11
（

で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
監
獄
法
施
行
規
則
が
在
監
者
と
一
四
歳
未
満
の
者
（
幼
年
者
）
と
の
接
見
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

最
高
裁
は
規
則
が
監
獄
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
と
し
て
違
法
と
し
た
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
本
件
処
分
の
過
失
に
つ
き
、

長
年
に
わ
た
っ
て
本
件
規
則
に
基
づ
く
処
分
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
か
ん
が
み
て
監
獄
所
長
の
処
分
の
過
失
を
否
定
し
た
。
も
う
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一
つ
は
、
不
法
滞
在
者
国
民
健
康
保
険
事
件
判
決）11
（

で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
不
法
滞
在
者
で
あ
っ
て
も
一
定
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は

国
民
健
康
保
険
法
五
条
所
定
の
「
住
所
を
有
す
る
者
」
に
該
当
す
る
と
し）1（
（

、
当
該
保
険
の
交
付
申
請
を
拒
否
し
た
処
分
を
違
法
と
し

た
。
し
か
し
、
最
高
裁
は
、
不
法
滞
在
者
が
当
該
保
険
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
く
裁
判
例
も
分
か
れ
て
い

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
処
分
の
担
当
者
等
の
過
失
を
否
定
し
た
。

　

両
判
決
は
、
違
法
性
と
過
失
認
定
を
分
け
て
い
る
の
で
違
法
性
・
過
失
二
元
論
を
採
用
し
、
行
為
は
違
法
で
あ
る
が
過
失
は
な

か
っ
た
と
す
る
点
に
お
い
て
本
判
決
と
共
通
す
る
。
し
か
し
、
両
判
決
と
本
判
決
と
で
は
過
失
の
認
定
方
法
に
違
い
が
あ
る
。
両
判

決
は
従
来
の
慣
行
や
裁
判
例
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
過
失
を
否
定
し
た
が
、
本
判
決
は
初
の
命
令
発
出
と
い
う
点

に
着
目
し
て
過
失
を
否
定
し
た
。
つ
ま
り
、
被
引
用
先
例
は
過
去
の
状
況
に
照
ら
し
て
過
失
の
有
無
を
判
断
し
て
き
た
の
に
対
し
、

本
判
決
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
い
う
点
に
着
目
し
て
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
被
引
用
先
例
は
現
状
そ
れ
自
体
に
起
因

す
る
理
由
で
は
な
く
、
過
去
の
法
実
務
に
照
ら
し
て
当
該
行
為
に
過
失
が
な
い
か
を
判
断
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
の
に
対

し
、
本
判
決
は
現
状
だ
け
に
照
射
し
て
過
失
の
有
無
を
判
断
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
い
え
ば
、

初
め
て
の
ケ
ー
ス
に
お
け
る
過
失
の
判
断
は
先
例
の
射
程
か
ら
外
れ
る
。
む
し
ろ
先
例
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
初
め
て
の
ケ
ー
ス
は

過
失
の
否
定
に
つ
な
が
る
理
由
を
見
出
せ
な
い
こ
と
に
な
り
、
過
失
を
認
定
し
て
し
か
る
べ
き
事
案
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
過
失
を
否
定
し
た
の
は
、
過
失
を
認
定
し
た
場
合
に
生
じ
る
リ
ス
ク
を
潜
在
的
に
考
慮
し
た
と
い
う
事
情

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
判
決
は
、
違
法
性
・
過
失
二
元
論
を
採
用
す
る
た
め
に
両
判
決
を
先
例
と
し
て
引
き
合

い
に
出
し
た
も
の
の
、
先
例
引
用
の
射
程
を
過
失
の
判
断
方
法
ま
で
含
め
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
本
判
決
は
先
例
に
依
拠
す

る
こ
と
な
く
過
失
に
つ
い
て
独
自
の
判
断
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
本
件
命
令
は
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
初
の
命
令
発
出
で

あ
っ
た
点
と
、
専
門
家
の
賛
同
も
得
て
い
た
以
上
そ
こ
に
違
法
性
が
あ
る
と
し
て
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
て
、
過
失
を
否

定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
先
例
と
距
離
が
生
じ
て
し
ま
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
先
例
と
異
な
る
過
失
の
判
断
方
法
を
採
用
し
た
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の
は
、
先
例
の
判
断
方
法
を
用
い
る
と
過
失
を
否
定
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
先
例
と
の
整
合
性

を
犠
牲
に
し
て
ま
で
過
失
を
否
定
し
た
の
は
、
当
時
の
状
況
下
で
そ
こ
ま
で
厳
格
な
責
任
を
求
め
る
の
は
酷
で
あ
る
と
い
う
事
情
の

他
に
、
過
失
を
認
め
た
場
合
に
生
じ
る
感
染
症
対
策
萎
縮
の
リ
ス
ク
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
取
消
訴
訟
に
お
け
る
事
情
判
決
と
は
異
な
り
、
国
賠
の
認
定
は
処
分
を
取
り
消
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
が
た

だ
ち
に
公
の
利
益
に
著
し
い
損
害
を
も
た
ら
す
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
本
判
決
が
将
来
の
感
染
症
対
策
へ
の
萎
縮
効
果
を
懸
念
し

た
と
し
て
も
、
過
去
の
過
失
を
判
断
す
る
国
賠
に
お
い
て
そ
う
し
た
考
慮
は
本
来
馴
染
ま
な
い
と
も
い
え
る
。
そ
う
な
る
と
、
本
判

決
の
判
断
は
必
ず
し
も
感
染
症
対
策
萎
縮
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

だ
が
、
不
法
滞
在
者
国
民
健
康
保
険
事
件
判
決
が
判
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
裁
判
例
が
法
実
務
に
与
え
る
影
響
は
否
定
で
き
な
い）11
（

。

と
り
わ
け
、
初
出
の
命
令
で
す
ら
過
失
責
任
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
以
後
の
命
令
発
出
に
お
い
て
は
本
件
以
上
に
過
失
が

認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
感
染
症
対
策
に
支
障
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
な
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
本

判
決
が
採
用
し
た
違
法
性
・
過
失
二
元
論
は
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
判
断
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
判
断
は
権
利
と
公
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
は
利
益

の
集
合
体
で
あ
る
公
益
の
ほ
う
に
天
秤
が
傾
い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る）11
（

。
実
際
、
本
判
決
は
結
果
的
に
過
失
を
認
め
な
か
っ
た
わ

け
で
あ
り
、
権
利
救
済
よ
り
も
公
益
を
重
視
し
た
判
断
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

他
面
、
原
告
の
請
求
額
が
一
〇
四
円
と
少
額
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
は
い
わ
ゆ
る
名
目
的
損
害
賠
償）11
（

で
あ
り
、
本

件
訴
訟
の
狙
い
が
感
染
症
対
策
の
合
理
性
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
命
令
発
出
の
違
法
性
を
認
め
た
本
判
決
は
権
利
保
障

の
側
面
も
十
分
に
重
視
し
た
判
断
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
名
目
的
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
在
外
邦
人
選
挙
権
訴
訟
判
決

に
お
け
る
泉
徳
治
裁
判
官
の
反
対
意
見
の
よ
う
に
否
定
的
な
見
解
も
あ
る）11
（

。
泉
裁
判
官
は
、
選
挙
権
の
侵
害
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
は

国
家
賠
償
法
に
よ
る
金
銭
賠
償
に
な
じ
ま
な
い
の
で
合
憲
性
を
判
断
せ
ず
に
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る）11
（

。
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だ
が
、
請
求
内
容
が
必
ず
し
も
請
求
額
に
比
例
す
る
と
は
限
ら
な
い
憲
法
訴
訟
に
お
い
て
名
目
的
損
害
賠
償
は
相
応
の
意
味
を
持

つ
。
と
り
わ
け
、
憲
法
訴
訟
固
有
の
手
続
法
が
存
在
し
な
い
日
本
で
は
比
較
的
汎
用
性
の
あ
る
国
家
賠
償
請
求
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
背
景
も
あ
る
。
本
判
決
は
都
知
事
の
過
失
を
否
定
し
た
た
め
結
果
的
に
原
告
の
敗
訴
と
な
っ
た
が
、
命
令
発
出
の
違
法
性

が
認
定
さ
れ
た
の
で
、
感
染
症
対
策
の
合
理
性
を
問
お
う
と
し
た
原
告
の
狙
い
は
あ
る
程
度
達
成
さ
れ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い）11
（

。

　

た
し
か
に
、
違
憲
合
法
の
判
断
を
下
し
た
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決）11
（

の
よ
う
に
、
判
断
内
容
に
お
い
て
重
要
な
憲
法
判
断
を
示
し

た
場
合
に
は
そ
れ
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
ま
さ
に
名
目
的
損
害
賠
償
の
狙
い
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
で

は
憲
法
判
断
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
原
告
は
営
業
の
自
由
の
侵
害
を
理
由
に
法
令
違
憲
を
主
張
し
た
が
、
本
判
決
は
時
短
要

請
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
手
段
で
あ
る
と
し
、
緊
急
事
態
宣
言
時
に
お
け
る
時
短
要
請
お
よ
び
命
令
も
過
剰
な
規
制
と

は
い
え
ず
、
合
理
的
な
規
制
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
原
告
は
、
営
業
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
平
等
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
適
用

違
憲
の
主
張
も
行
っ
た
が
、
本
判
決
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
簡
単
に
合
憲
性
を
認
め
、
平
等
に
つ
い
て
は
違
法
性
の
判
断
に
含
め
た

と
し
て
そ
れ
以
上
の
判
断
を
差
し
控
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
違
法
性
の
判
断
と
は
対
照
的
に
合
憲
性
の
判
断
は
厳
密
に
行
わ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
れ
に
は
、
裁
判
所
が
行
政
処
分
の
違
法
性
さ
え
判
断
す
れ
ば
済
む
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
件
の
よ
う
な
問
題
は
命
令
の
違
法
性
さ
え
検
討
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
合
憲
性
の
問
題
を
判
断
す
る
意
義
に
乏
し
く
、
憲
法

判
断
に
つ
い
て
は
当
事
者
の
主
張
に
付
き
合
っ
て
付
言
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
、
日
本
で
は
法
令
違
憲
が
原
則
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
加
え）11
（

、
行
政
処
分
の
合
憲
性
を
判
断
し
て
も
実
益
が
乏
し
い
と

考
え
ら
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る）11
（

。
行
政
処
分
の
根
拠
と
な
る
法
律
が
違
憲
な
の
で
あ
れ
ば
法
令
違
憲
の
判
断
を
す
れ
ば
い
い
の
で

あ
り
、
も
し
法
律
が
合
憲
な
の
で
あ
れ
ば
行
政
処
分
に
つ
い
て
は
違
法
性
さ
え
判
断
す
れ
ば
よ
く
、
合
憲
性
を
判
断
す
る
実
益
が
少

な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る）1（
（

。
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本
判
決
も
、
基
本
的
に
は
こ
う
し
た
思
考
に
基
づ
き
つ
つ
、
当
事
者
の
憲
法
上
の
主
張
に
付
き
合
う
形
で
、
お
ざ
な
り
の
合
憲
性

の
判
断
を
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
う
か
が
え
る
の
が
、
憲
法
判
断
の
順
序
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
違
法
性
、
過
失
の
有
無
、

合
憲
性
と
い
う
流
れ
で
判
断
を
行
っ
た
。
違
法
性
・
過
失
二
元
論
を
と
る
以
上
、
違
法
性
の
判
断
を
経
て
か
ら
過
失
の
判
断
を
行
う

流
れ
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
本
件
は
こ
れ
を
軸
に
し
て
判
断
し
、
合
憲
性
の
判
断
は
「
な
お
書
き
」
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
し
て
し

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
合
憲
性
の
判
断
を
最
後
に
す
る
と
、
仮
に
合
法
・
過
失
無
し
と
判
断
し
た
上
で
違

憲
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
判
断
構
造
を
と
る
の
か
が
不
明
な
感
が
否
め
な
い
か
ら
で
あ
る
。

合
憲
性
判
断
は
違
法
性
判
断
と
同
様
に
過
失
の
有
無
と
は
別
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
、
合
憲
性
を
過
失
の
判

断
の
前
に
持
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る）11
（

。
あ
る
い
は
、
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
合
憲
性
も
判
断
す
る
と
い
う
方
法
も

あ
り
う
る
。
し
か
し
、
最
後
に
憲
法
判
断
を
持
っ
て
く
る
と
、
そ
の
判
断
内
容
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
が
不
明
瞭
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
憲
性
の
判
断
を
最
後
に
回
し
た
の
は
憲
法
判
断
を
単
な
る
付
言
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
合
憲
性
の
判
断
を
綿
密
に
行
わ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
違
法
性
の
判
断
を
合
憲
性
の
判
断
と
切
り
離
し
た
点
に
も
同
様
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
違
法
性
の
判
断
に
お
い
て
憲
法

的
要
素
を
加
味
す
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
違
憲
・
違
法
の
判
断
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
平
等
の
問
題
に

つ
い
て
は
そ
う
な
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
判
決
は
先
例
と
の
関
係
で
は
や
や
無
理
を
し
て
過
失
を
否
定

し
た
た
め
、
違
憲
・
違
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
過
失
を
認
め
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
合
憲
性
の
問

題
を
目
立
た
な
く
さ
せ
る
た
め
に
、
順
序
を
後
ろ
に
回
し
て
違
法
性
と
合
憲
性
と
切
り
離
し
て
判
断
し
、
合
憲
性
の
問
題
を
十
分
に

検
討
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
行
政
裁
量
の
逸
脱
濫
用
の
判
断
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
が
ち
な
憲
法
判
断）11
（

を
独
立
し
て
判
断
し
た
こ
と
を
積
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極
的
に
評
価
し
う
る
余
地
も
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
十
分
な
判
断
で
な
け
れ
ば
権
利
保
障
を
損
な
う
危
う
さ
を
は
ら
む
。
と
り
わ
け
、

リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
憲
法
秩
序
に
お
い
て
も
司
法
に
は
権
利
保
障
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
断
が
そ
れ
を
適
切

に
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
特
に
憲
法
判
断
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
疑
問
が
残
る
部
分
が
あ
り
、

「
感
染
症
対
策
に
よ
る
権
利
へ
の
リ
ス
ク
」
と
い
う
問
題
に
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
に
お
け
る

憲
法
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

4　

目
的
の
違
法
性
と
表
現
の
自
由

　

権
利
へ
の
リ
ス
ク
が
う
か
が
え
る
の
が
表
現
の
自
由
の
問
題
で
あ
る
。
本
判
決
は
表
現
の
自
由
の
侵
害
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
感
染
症
ま
ん
延
の
状
況
下
に
お
い
て
は
政
府
の
政
策
批
判
を
行
え
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

原
告
の
反
対
意
見
の
表
明
は
二
〇
二
一
年
一
月
七
日
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
と
き
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
緊
急
事

態
の
状
況
に
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
、
時
短
や
休
業
が
感
染
症
対
策
と
し
て
効
果
が
な
い
、
現
行
の
協
力
金
等
で
は
時
短
要
請
に
応

え
ら
れ
な
い
な
ど
、
政
府
の
感
染
症
対
策
に
反
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
た）11
（

。
営
業
規
制
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
政
府
の
感

染
症
対
策
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
か
ん
が
み
る
と
、
そ
の
内
容
は
政
治
的
表
現
に
入
る
可
能
性
が
あ
り
、
表
現
の
自
由
と

し
て
保
護
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
表
現
で
あ
る
。

　

本
件
命
令
は
直
接
的
に
こ
の
表
現
を
規
制
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
対
象
の
多
く
が
感
染
症
対
策
に
批
判
を
行
っ
て
要

請
に
従
わ
な
か
っ
た
事
業
者
に
対
し
て
発
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
間
接
的
に
表
現
の
自
由
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
）
11
（

。
も
し
本
件
命
令
が
反
対
意
見
に
対
す
る
見
せ
し
め
を
狙
っ
て
発
出
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る

違
憲
な
動
機
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
表
現
の
自
由
に
配
慮
し
た
判
断
を
し
な
け
れ
ば
、
感
染
症
ま
ん
延
の
緊
急
時
に
は
反
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対
意
見
を
表
明
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
表
現
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
本

件
命
令
の
動
機
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
本
件
命
令
の
目
的
の
違
法
性
に
関
わ
る
。
本
判
決
は
目
的
の
違
法
性
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
判
断
方
法
に
つ
い
て
は

や
や
疑
問
が
残
る
。
本
判
決
は
目
的
の
違
法
性
に
つ
き
、
①
時
間
が
あ
れ
ば
他
の
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
事
業
者
に
も
命
令

を
発
出
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
②
原
告
が
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
く
て
も
命
令
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
っ
た
こ

と
、
③
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
飲
食
店
に
も
命
令
を
発
出
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
狙
い
撃
ち
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
本
判
決

は
命
令
対
象
の
大
多
数
が
原
告
の
店
舗
で
あ
っ
た
こ
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
必
要
性
の
判
断
に
お
い
て
検
討
す
る
と
し
、
二
〇
〇
〇

店
舗
中
原
告
以
外
の
店
舗
は
六
店
舗
し
か
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
不
公
平
で
あ
る
と
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
命
令
の
目
的
の
違
法
性
に
つ
き
、
原
告
の
反
対
意
見
を
理
由
に
狙
い
撃
ち
し
た
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
る
の
で
、

か
か
る
判
断
に
は
表
現
の
自
由
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
表
現
の
自
由
の
問
題
と
し
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

上
記
の
理
由
で
は
目
的
の
違
法
性
を
完
全
に
否
定
で
き
な
い
。
①
と
②
は
仮
定
の
問
題
で
あ
り
、
狙
い
撃
ち
を
否
定
で
き
る
要
素
と

し
て
は
弱
い
。
③
に
つ
い
て
は
、
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
店
舗
を
わ
ず
か
に
含
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
表
現
の
自
由
を

制
約
し
て
い
な
い
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
象
の
大
多
数
が
原
告
の
店
舗
だ
っ
た
こ
と
が
狙
い
撃
ち
を
裏
付
け
る
理
由

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
判
決
は
目
的
の
違
法
性
を
判
断
す
る
際
に
平
等
的
要
素
も
入
れ
込
ん
で
審
査
し
た
が
ゆ
え
に
、
③
の
理
由

を
も
っ
て
合
法
の
判
断
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
原
告
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
命
令
で
な
け
れ
ば
反
対
意
見
を
表
明
し
た
原
告

と
表
明
し
て
い
な
い
他
の
店
舗
を
差
別
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
ゆ
え
に
、
目
的
に
は
違
法
性
が
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
平
等
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
、
他
の
店
舗
と
の
区
別
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て

も
表
明
し
て
い
な
い
店
舗
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
差
別
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
い
う
判
断
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い）11
（

。
し

か
し
、
表
現
の
自
由
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
命
令
の
対
象
が
原
告
以
外
の
店
（
反
対
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
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店
）
を
含
ん
で
い
て
も
、
反
対
意
見
を
表
明
し
た
原
告
の
店
舗
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
こ
と
が
表
現
の
自
由
の
侵
害
と
な

り
う
る
。

　

本
判
決
は
、
表
現
の
自
由
の
問
題
を
審
査
す
る
場
面
に
お
い
て
、
本
件
命
令
が
原
告
の
見
解
に
対
す
る
批
判
や
攻
撃
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
命
令
の
目
的
に
違
法
性
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
合
憲
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
命
令
対
象

の
偏
り
は
表
現
の
自
由
に
対
す
る
違
憲
な
動
機
を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
直
接
的
な
表
現
内
容
規
制
の
意
図
が
見
ら
れ
な
い

場
合
で
も
命
令
発
出
の
動
機
を
炙
り
出
す
必
要
が
あ
る）11
（

。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
判
決
は
、
対
策
審
議
会
委
員
か
ら
原
告
に
応
じ
さ
せ

な
い
と
他
の
飲
食
店
と
の
関
係
で
不
公
平
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
、
不
公
平
感
を
募
ら
せ
た
他
の
飲
食
店
が
売
上
を
増
や
そ
う
と
し
て

夜
間
の
営
業
を
継
続
す
る
可
能
性
が
全
く
な
か
っ
た
と
ま
で
は
い
い
難
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
正
当
な
根
拠
の
あ
る
命
令
と
し
て

い
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
反
対
意
見
を
表
明
し
た
原
告
を
取
り
締
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
が
働
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
そ
う
な
る
と
、
本
件
命
令
は
反
対
意
見
を
表
明
し
た
原
告
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
動
機
に
基
づ
い
て
発
出
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
反
対
意
見
そ
の
も
の
に
対
す
る
制
限
で
は
な
い
も
の
の
、
反
対
意
見
の
表
明
を
行
っ
た
原
告
の
営
業
を
規

制
す
る
こ
と
が
狙
い
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
反
対
意
見
に
対
す
る
見
せ
し
め
と
い
う
違
憲
な
動
機
に
基
づ
く
規
制
と
い
う
結
果
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

5　

営
業
の
自
由

　

原
告
は
時
短
要
請
に
応
じ
な
い
正
当
な
理
由
に
つ
い
て
自
店
舗
の
経
済
的
事
情
を
主
張
し
た
が
、
本
判
決
は
正
当
な
理
由
に
当
た

ら
な
い
と
し
た
。
飲
食
店
ご
と
の
経
営
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
れ
ば
感
染
症
対
策
を
実
施
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
、
措
置
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と
、
財
政
支
援
に
よ
っ
て
影
響
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本

判
決
は
何
が
正
当
な
理
由
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
先
の
理
由
を
踏
ま
え
れ
ば
、
損
失
を
緩
和
で
き
る
ほ
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ど
の
財
政
支
援
が
な
か
っ
た
り）11
（

、
制
限
が
限
定
的
で
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
個
々
の
経
営
事
情
も
正
当
な
理
由
に
該
当
す
る

余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
感
染
症
対
策
に
生
じ
る
支
障
の
問
題
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
正
当
な
理
由
に
該
当
す
る
た
め
に
は
、
感
染
症
対
策
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
理
由
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
、
原
告
が
、
内
閣
官
房
の
令
和
三
年
二
月
一
二
日
事
務
連
絡）11
（

が
店
舗
の
感
染
防
止
対
策
が
正
当
な
理
由
に
該
当
し
な
い
と
し

て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
本
判
決
が
示
し
た
感
染
症
対
策
の
可
否
の
要
素
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
関
わ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

感
染
症
対
策
へ
の
支
障
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
要
請
に
重
大
な
事
実
誤
認
が
あ
り
当
該
事
業
者
に
そ
の
要
請
を

行
っ
て
も
感
染
症
対
策
に
な
ら
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
当
該
事
業
者
は
十
分
な
感
染
症
対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
要
請
が
感
染

症
対
策
の
意
味
を
な
さ
な
い
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
時
短
要
請
に
よ
る
経
済
的
損
失
が
利
益
低
下
の
程
度
に
と
ど
ま
ら

ず
財
政
支
援
が
あ
っ
た
と
し
て
も
実
質
的
に
廃
業
せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
確
実
で
、
か
つ
時
短
要

請
―
―
実
質
的
に
は
そ
の
前
提
と
な
る
緊
急
事
態
宣
言
―
―
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

本
判
決
が
示
し
た
正
当
な
理
由
該
当
性
の
判
断
は
営
業
制
限
を
行
う
際
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
判
断
は
営
業

の
自
由
を
念
頭
に
正
当
な
理
由
の
有
無
を
判
断
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
重
要
な
鍵
と
な
る
は
ず
の
感
染
症
対
策
へ

の
支
障
の
問
題
が
命
令
の
必
要
性
の
判
断
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
た
め）11
（

、
こ
こ
で
は
営
業
の
自
由
の
問
題
が
十
分
に
検
討
さ
れ
な

い
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
適
用
違
憲
の
判
断
の
場
面
で
は
緊
急
事
態
該
当
性
と
立
入
検
査
の
履
行
が
争
点
に
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
営
業
の
自
由
の
問
題
を
判
断
す
る
場
面
で
正
当
な
理
由
該
当
性
の
問
題
を
含
め
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
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6　

平　

等

　

裁
判
所
が
行
政
行
為
の
裁
量
統
制
を
行
う
場
合
に
平
等
原
則
が
考
慮
さ
れ
る
。
行
政
は
国
民
を
合
理
的
理
由
な
く
差
別
し
て
は
な

ら
ず
、
こ
の
要
請
は
憲
法
一
四
条
の
法
の
下
の
平
等
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る）1（
（

。
た
だ
し
、
平
等
原
則
は
、
判
例
上
存
在
自
体

は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
実
に
行
政
行
為
の
裁
量
統
制
と
し
て
適
用
さ
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
る）11
（

。

　

こ
の
点
、
本
判
決
は
憲
法
判
断
と
し
て
の
平
等
の
箇
所
で
本
件
命
令
が
不
公
平
で
あ
っ
た
と
明
言
し
た
上
で
、
裁
量
統
制
の
場
面

に
お
い
て
平
等
問
題
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
再
度
憲
法
判
断
と
し
て
そ
れ
を
審
査
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。
実
際
、
本
判
決

は
本
件
命
令
の
必
要
性
の
判
断
の
場
面
に
お
い
て
公
平
性
に
欠
く
部
分
に
も
言
及
し
な
が
ら
違
法
判
断
を
下
し
た
。
そ
の
た
め
、
本

判
決
は
行
政
裁
量
統
制
の
場
面
に
お
い
て
平
等
原
則
を
適
用
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
判
決
の
よ
う
に
行
政
裁
量
統
制
の
場
面
で
平
等
原
則
を
適
用
す
る
場
合
に
は
憲
法
上
の
平
等
判
断
に
触
れ
な
く
て

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
本
判
決
は
命
令
の
必
要
性
の
審
査
に
お
い
て
違
法
性
の
一
要
素
と
し
て
公
平
性
に
欠
け
る
点
を

挙
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
平
等
原
則
違
反
を
も
っ
て
た
だ
ち
に
違
法
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
判
断
に
お

い
て
憲
法
上
の
平
等
違
反
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
違
憲
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
行
政
裁
量
統
制
に
お
け
る
平

等
原
則
と
憲
法
判
断
に
お
け
る
平
等
に
は
違
い
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

行
政
裁
量
統
制
が
違
法
性
の
判
断
の
み
を
焦
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
裁
量
の
逸
脱
濫
用
を
審
査
す
る
場
合
に
は
様
々
な
考

慮
要
素
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
憲
法
上
の
規
範
的
要
請
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
違
法
性
の
判
断
の
一
要
素
に
す

ぎ
な
い
と
い
え
る
。

　

行
政
裁
量
統
制
に
お
け
る
憲
法
上
の
権
利
の
考
慮
に
つ
き
、
信
教
の
自
由
な
ど
憲
法
の
実
体
的
権
利
が
関
わ
る
場
合
に
は
裁
量
統

制
の
審
査
密
度
が
高
ま
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
議
論
が
あ
る）11
（

。
も
し
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
平
等
の
よ
う
な
行
政
裁
量
統
制
の
中
に
類

似
の
法
原
則
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
も
妥
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
判
決
が
必
要
性
の
審
査
に
お
い
て
憲
法
上
の
平
等
の
要
請
を
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受
け
て
厳
し
く
判
断
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
で
、
憲
法
上
の
実
体
的
権
利
と
異
な
り
、
平
等
は
法
適
用）11
（

の
際
の
一
般
原
則
と
し
て
要
求
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

に
考
え
る
と
、
平
等
問
題
が
関
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
裁
量
統
制
の
審
査
密
度
が
厳
し
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
裁
量
統

制
の
一
要
素
と
い
う
位
置
付
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

本
判
決
が
い
か
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
た
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
件
に
お
け
る
命
令
対
象
の
公
平
性
の
問

題
は
必
要
性
の
欠
如
を
裏
付
け
る
要
素
に
な
る
も
の
の
、
そ
こ
で
公
平
性
に
言
及
し
な
く
て
も
、
二
〇
〇
〇
余
の
店
舗
の
う
ち
一
％

に
す
ぎ
な
い
原
告
店
舗
を
命
令
の
対
象
に
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
り
必
要
性
が
な
い
と
す
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う
に
思
え
る
。
つ

ま
り
、
公
平
性
と
い
う
点
を
挙
げ
な
く
て
も
必
要
性
に
欠
け
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
公
平
性
に
言
及
し
た
の
は
憲
法
上
の
平
等
の
要
請
を
意
識
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

感
染
症
対
策
に
お
い
て
は
臨
機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
の
枠
を
逸
脱
し
た
対
策
が
実
施
さ
れ
た
り
、
偏
見
や
差
別

に
基
づ
い
て
恣
意
的
な
判
断
が
行
わ
れ
た
り
、
予
防
効
果
を
広
げ
る
た
め
に
見
せ
し
め
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
規
制
が
行
わ
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
公
平
性
や
中
立
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
平
等
や
そ
の
他
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
は
礼
拝
行
為
の
収
容
可
能
な
人
数
を
世
俗
施
設
よ
り
も
厳
し
く
し
た
こ
と
が
中
立
性

に
欠
け
、
宗
教
を
差
別
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
違
憲
判
断
を
下
し
て
い
る）11
（

。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
感
染
症
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
中
立
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
が
重
要
な
要
素
と
な
り
、
本
判
決

も
そ
の
よ
う
な
考
慮
を
行
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
感
染
症
対
策
の
問
題
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
感
染
症
対

策
の
効
果
が
減
殺
す
る
リ
ス
ク
が
生
じ
、
緩
や
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
権
利
侵
害
が
広
が
る
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
、
裁
判

所
は
政
治
部
門
や
行
政
機
関
の
第
一
次
的
判
断
を
尊
重
し
な
が
ら
そ
の
違
法
性
や
合
憲
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
内
容
の
実
質

的
判
断
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
中
立
性
の
よ
う
な
外
形
的
な
基
準
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
が
感
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染
症
対
策
の
問
題
を
判
断
す
る
際
に
中
立
性
は
重
要
な
考
慮
要
素
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

後　

序

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
起
因
す
る
緊
急
事
態
対
応
は
、
平
時
の
権
利
保
障
を
揺
る
が
す
の
か
と
い
う
問
い
を
発
す
る
も

の
で
あ
り）11
（

、「
い
つ
い
か
な
る
時
も
憲
法
の
統
制
を
受
け
る）11
（

」
か
、「
憲
法
は
心
中
を
迫
る
も
の
で
は
な
い）11
（

」
か
と
い
う
古
典
的
問
題

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
権
利
保
障
の
役
割
を
担
う
司
法
は
政
治
部
門
の
感
染
症
対
策
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
際

に
こ
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟
は
こ
の
問
題
の
一
断
面
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
素
材

に
し
て
感
染
症
対
策
に
対
す
る
司
法
審
査
の
姿
を
考
察
し
た
。

　

本
判
決
は
、
緊
急
事
態
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
は
一
定
の
敬
譲
を
払
い
つ
つ
、
命
令
発
出
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
厳
密
な
審
査
を

行
っ
た
が
、
過
失
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
の
判
断
に
は
い
く
つ
か
の
リ
ス
ク
要
素
が
考
慮
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が

え
る
。
と
り
わ
け
、
過
失
を
否
定
し
た
判
断
に
は
、
将
来
の
感
染
症
対
策
に
与
え
る
リ
ス
ク
を
潜
在
的
に
考
慮
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
本
判
決
は
初
め
て
の
命
令
だ
っ
た
点
を
過
失
否
定
の
一
要
素
と
し
て
言
及
し
た
が
、
初
の
命
令
だ
か
ら
と
い
っ
て
過

失
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
初
め
て
の
行
政
行
為
は
過
失
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
引
用
し
た

先
例
が
、
判
断
の
分
か
れ
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
過
失
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
初
め
て

の
ケ
ー
ス
だ
か
ら
と
い
う
の
は
過
失
を
否
定
す
る
合
理
的
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
過
失
を
認
め
た
こ
と
に
は

将
来
の
感
染
症
対
策
を
萎
縮
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
も
う
一
つ
の
理
由
を
見
る

と
明
ら
か
に
な
る
。
過
失
を
否
定
し
た
理
由
の
中
に
専
門
家
の
判
断
が
命
令
発
出
を
容
認
し
て
い
た
と
い
う
背
景
も
命
令
発
出
の
や

む
を
え
な
い
要
素
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
も
し
裁
判
所
が
そ
の
判
断
に
も
過
失
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
司
法
が
専
門
家
の
判
断
に
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ノ
ー
を
突
き
付
け
る
形
と
な
り
、
そ
れ
は
将
来
の
感
染
症
対
策
を
萎
縮
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

か
か
る
判
断
は
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
不
十
分
な
点
も
残

る
。
リ
ス
ク
社
会
に
お
い
て
も
、
権
利
保
障
の
役
割
は
司
法
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
先
述
し
た
通
り
、
憲
法
の
観
点
か
ら
慎
重
に

判
断
す
べ
き
点
が
あ
り
、
違
憲
と
判
断
し
う
る
部
分
が
あ
っ
た
。
た
と
え
感
染
症
対
策
へ
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
過
失
を
認
定
し
な

い
と
い
う
判
断
を
行
う
と
し
て
も
、
違
憲
性
に
は
言
及
す
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）11
（

。

　

ま
た
、
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
司
法
の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
司
法
は
必
ず
し
も
時
間
が
経
過
し
た
事
後
対
応
に
と

ど
ま
ら
ず
、
よ
り
迅
速
な
救
済
機
能
を
果
た
す
こ
と
で
重
大
な
権
利
侵
害
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る）11
（

。

本
件
に
お
い
て
も
訴
訟
提
起
か
ら
判
決
が
出
る
ま
で
一
年
弱
の
時
間
が
か
か
り
、
ま
た
損
害
賠
償
と
い
う
形
式
な
の
で
、
原
告
の
権

利
行
使
は
当
該
命
令
自
体
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
感
染
症
対
策
が
強
い
制
限
を
与
え
る
こ
と
が
多
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
迅
速
な
差
止
な
ど
を
法
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
件
命
令
は
四
日
間
の
効
力
し
か

な
か
っ
た
た
め
そ
う
し
た
訴
訟
自
体
が
無
理
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
が
、
感
染
症
法
等
の
法
改
正
を
行
う
際
に
は
規
制
を
強
化

す
る
だ
け
で
な
く
、
救
済
の
充
実
化
も
は
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
二
〇
二
〇
年
三
月
一
一
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
宣
言
し
た
。

（
2
）　

時
短
要
請
や
休
業
要
請
の
法
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
特
措
法
二
四
条
九
項
（
協
力
要
請
）、
三
一
条
の
六
第
一
項
（
ま
ん
延
防
止
重

点
措
置
に
お
け
る
時
短
要
請
）、
四
五
条
二
項
（
緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
け
る
要
請
）
な
ど
、
異
な
る
根
拠
条
文
が
存
在
す
る
。

（
（
）　

平
成
二
四
年
法
律
第
三
一
号
。

（
（
）　

自
粛
要
請
の
法
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
磯
部
哲
「『
自
粛
』
や
『
要
請
』
の
意
味
」
法
学
教
室
四
八
六
号
一
〇
頁
（
二
〇
二
一
年
）

を
参
照
。

（
（
）　

小
山
剛
「
コ
ロ
ナ
禍
の
自
由
と
安
全
」
法
律
時
報
九
三
巻
一
三
号
一
頁
（
二
〇
二
一
年
）。
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（
（
）　

感
染
症
対
策
と
経
済
活
動
の
関
係
に
つ
い
て
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
等
か
ら
分
析
を
加
え
た
論
稿
と
し
て
、
瀧
川
裕
英
「
感
染
対
策

か
経
済
活
動
か
―
―
費
用
便
益
分
析
と
契
約
主
義
」
法
学
教
室
四
八
六
号
四
三
頁
（
二
〇
二
一
年
）。

（
（
）　

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ト
レ
ス
ケ
ン
（
西
村
公
男
・
青
野
浩
訳
）『
自
由
の
国
と
感
染
症
―
―
法
制
度
が
映
す
ア
メ
リ
カ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

六
二
―
六
三
頁
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
一
年
）。

（
（
）　

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
連
邦
最
高
裁
は
、
人
種
に
基
づ
く
差
別
で
あ
る
と
し
、
修
正
一
四
条
に
反
す
る
と
し
て
違
憲
の
判
断
を
下
し

て
い
る
。Y

ick W
o v. H

opkins, 11（ U
.S. （（（ （1（（（

）.

（
（
）　Geoffrey T

. Stover, Business Litigation D
uring a G

lobal Pandem
ic: Covid Coverage Law

suits and Force 
M

ajeure D
ispute, （（  O

RA
N
GE C

O
U
N
T
Y L

A
W
Y
ER （0  （2021

）.

（
10
）　A

m
ber N

. M
orris, Sm

all Business D
ebt in the A

ge of Covid-19, 2（  A
M. B

A
N
K
R. I N

ST. L. R
EV. 1（1 （2021

）. 

な
お
、
連

邦
議
会
は
中
小
の
事
業
者
救
済
の
一
環
と
し
て
破
産
関
連
の
法
改
正
も
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
複
数
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い

る
。

（
11
）　

こ
う
し
た
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
尾
形
健
「『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
』
の
福
祉
国
家
―
―
憲
法
研
究
者
か
ら
み
た
『
新

型
コ
ロ
ナ
と
法
』」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
九
〇
号
五
六
頁
（
二
〇
二
〇
年
）。

（
12
）　

リ
ス
ク
の
観
点
か
ら
感
染
症
の
問
題
を
考
え
る
と
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
重
く
受
け
止
め
て
積
極
的
な
対
策
を
要
請
す
る
よ
う
に
み

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
リ
ス
ク
は
〈
損
害
発
生
確
率
×
被
害
程
度
〉
を
計
算
し
た
上
で
、
対
策
を
す
る
こ
と
／
し
な
い
こ
と

の
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
必
ず
し
も
感
染
症
対
策
を
推
進
す
る
方
向
に
傾
く
わ
け
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
の
意

味
や
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
憲
法
秩
序
に
つ
い
て
は
、
大
林
啓
吾
『
憲
法
と
リ
ス
ク
―
―
行
政
国
家
に
お
け
る
憲
法
秩
序
』
一
九
頁
（
弘

文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
1（
）　

グ
ロ
ー
バ
ル
ダ
イ
ニ
ン
グ
訴
訟
（
東
京
地
判
令
和
四
年
五
月
一
六
日
未
登
載
）。

（
1（
）　

な
お
、
感
染
症
法
も
改
正
さ
れ
、
積
極
的
疫
学
調
査
に
対
し
て
正
当
な
理
由
な
く
応
じ
な
い
場
合
に
は
命
令
や
過
料
を
科
す
な
ど
、

規
制
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

（
1（
）　

四
五
条
二
項
「
特
定
都
道
府
県
知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を

防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
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は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
潜
伏
期
間
及
び
治
癒
ま
で
の
期
間
並
び
に
発
生
の
状
況
を
考
慮
し
て
当
該
特
定
都
道
府
県
知
事
が
定
め

る
期
間
に
お
い
て
、
学
校
、
社
会
福
祉
施
設
（
通
所
又
は
短
期
間
の
入
所
に
よ
り
利
用
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）、
興
行
場
（
興
行
場
法

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
興
行
場
を
い
う
。）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
多
数
の
者
が
利
用
す

る
施
設
を
管
理
す
る
者
又
は
当
該
施
設
を
使
用
し
て
催
物
を
開
催
す
る
者
（
次
項
及
び
第
七
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
施
設
管
理
者

等
」
と
い
う
。）
に
対
し
、
当
該
施
設
の
使
用
の
制
限
若
し
く
は
停
止
又
は
催
物
の
開
催
の
制
限
若
し
く
は
停
止
そ
の
他
政
令
で
定
め
る

措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。

（
1（
）　

四
五
条
三
項
「
（　

施
設
管
理
者
等
が
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
は
、
特
定
都
道
府
県

知
事
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
を
防
止
し
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
並
び
に
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
混

乱
を
回
避
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
施
設
管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
ず
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」。

（
1（
）　

原
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
本
件
対
象
施
設
一
店
舗
当
た
り
日
額
一
円
（
二
六
店
舗
）
の
四
日
分
と
し
て
一
〇
四
円
を
請
求
額
に
し
た

と
い
う
。
た
だ
し
、
原
告
の
主
張
に
よ
る
と
、
実
際
の
損
害
額
は
、
本
件
命
令
に
従
っ
た
結
果
、
前
週
の
同
じ
曜
日
の
四
日
間
の
売
上
高

と
比
べ
た
際
の
売
上
減
少
額
に
令
和
三
年
三
月
度
の
限
界
利
益
率
を
乗
じ
た
額
で
あ
る
二
一
五
九
万
八
一
五
〇
円
の
損
害
を
被
っ
た
と
し

て
い
る
。

（
1（
）　

以
下
は
、
東
京
地
裁
の
判
決
文
を
抜
き
出
し
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
原
告
側
は
曽
我
部
真
裕
教
授
（
京
都
大
学
）

や
横
大
道
聡
教
授
（
慶
應
義
塾
大
学
）
と
い
っ
た
憲
法
学
者
か
ら
の
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。

（
1（
）　

七
九
条
「
第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過

料
に
処
す
る
」。

（
20
）　

歯
科
技
工
士
事
件
（
最
大
判
昭
和
三
四
年
七
月
八
日
刑
集
一
三
巻
七
号
一
一
三
二
頁
）。
最
高
裁
は
、
国
民
の
保
健
衛
生
を
保
護
す

る
と
い
う
公
共
の
福
祉
の
た
め
の
当
然
の
制
限
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
21
）　

ク
ロ
ロ
キ
ン
薬
害
訴
訟
第
一
審
判
決
（
東
京
地
判
昭
和
五
七
年
二
月
一
日
訟
務
月
報
二
八
巻
九
号
一
六
九
七
頁
）、
カ
ネ
ミ
油
症
損

害
賠
償
請
求
事
件
第
一
審
判
決
（
福
岡
地
小
倉
支
判
昭
和
五
七
年
三
月
二
九
日
訟
務
月
報
二
八
巻
一
〇
号
一
九
一
三
頁
）。

（
22
）　

た
だ
し
、
公
共
の
福
祉
を
根
拠
に
し
て
、
ど
こ
ま
で
公
衆
衛
生
対
策
を
行
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
問
題
で
あ
る
。
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（
2（
）　

憲
法
二
五
条
二
項
「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
2（
）　Jacobson v. M

assachusetts, 1（（ U
.S. 11  

（1（0（

）. 

ア
メ
リ
カ
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
連
邦
最
高
裁
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
強
制
接

種
の
合
憲
性
に
つ
き
、
司
法
は
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
が
公
衆
衛
生
と
ほ
と
ん
ど
関

係
な
い
場
合
に
限
り
違
憲
と
判
断
す
る
に
と
ど
ま
る
と
し
て
、
実
施
機
関
の
第
一
次
的
判
断
に
敬
譲
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

（
2（
）　

最
大
判
昭
和
五
〇
年
四
月
三
〇
日
民
集
二
九
巻
四
号
五
七
二
頁
。

（
2（
）　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
〇
年
法
律
第
一
一
四
号
）。

（
2（
）　

ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
（
熊
本
地
判
平
成
一
三
年
五
月
一
一
日
判
時
一
七
四
八
号
三
〇
頁
）。

（
2（
）　

感
染
症
法
二
二
条
の
二
は
、「
第
十
六
条
の
三
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
措
置
は
、
感
染
症
を
公
衆
に
ま

ん
延
さ
せ
る
お
そ
れ
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
場
合
の
病
状
の
程
度
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
又
は
そ
の

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
三
四
条
や
四
八
条
の
二
な
ど
に
も

同
様
の
規
定
が
み
ら
れ
る
。

（
2（
）　

特
措
法
五
条
は
、「
国
民
の
自
由
と
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
鑑
み
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に

お
い
て
、
国
民
の
自
由
と
権
利
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
制
限
は
当
該
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
を
実
施
す

る
た
め
必
要
最
小
限
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
（0
）　

同
様
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
江
藤
祥
平
「
匿
名
の
権
力
―
―
感
染
症
と
憲
法
」
法
律
時
報
九
二
巻
九
号
七
〇
頁
、
七
二
頁

（
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
。

（
（1
）　N

at

’l Fedn. of Indep. Bus. v. D
O

L, 1（2 S. Ct. （（1 （2022

）.

（
（2
）　Rom
an Catholic D

iocese v. Cuom
o, 1（1 S. Ct. （（  （2021

）.

（
（（
）　

医
療
類
似
行
為
事
件
判
決
（
最
大
判
昭
和
三
五
年
一
月
二
七
日
刑
集
一
四
巻
一
号
三
三
頁
）
は
、
人
に
害
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
を
個

別
に
判
断
す
べ
き
と
し
た
。

（
（（
）　

マ
ク
リ
ー
ン
事
件
判
決
（
最
大
判
昭
和
五
三
年
一
〇
月
四
日
民
集
三
二
巻
七
号
一
二
二
三
頁
）。

（
（（
）　

行
政
事
件
訴
訟
法
三
一
条
一
項
「
取
消
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
処
分
又
は
裁
決
が
違
法
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
り
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公
の
利
益
に
著
し
い
障
害
を
生
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
原
告
の
受
け
る
損
害
の
程
度
、
そ
の
損
害
の
賠
償
又
は
防
止
の
程
度
及
び
方
法
そ

の
他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
た
う
え
、
処
分
又
は
裁
決
を
取
り
消
す
こ
と
が
公
共
の
福
祉
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、

請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
判
決
の
主
文
に
お
い
て
、
処
分
又
は
裁
決
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

（
（（
）　

宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅱ　

行
政
救
済
法
』〔
第
七
版
〕
四
七
四
―
四
七
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
二
一
年
）、
大
橋
洋
一
『
行
政
法

Ⅱ　

現
代
行
政
救
済
論
』〔
第
四
版
〕
三
九
六
―
四
〇
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）　

神
橋
一
彦
『
行
政
救
済
法
』
三
四
九
―
三
五
六
頁
（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
（（
）　

最
近
の
状
況
に
つ
き
、
武
田
真
一
郎
「
続
・
国
家
賠
償
に
お
け
る
違
法
性
と
過
失
に
つ
い
て
」
成
蹊
法
学
八
八
号
一
頁
（
二
〇
一
八

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）　

最
三
小
判
平
成
三
年
七
月
九
日
民
集
四
五
巻
六
号
一
〇
四
九
頁
。

（
（0
）　

最
一
小
判
平
成
一
六
年
一
月
一
五
日
民
集
五
八
巻
一
号
二
二
六
頁
。

（
（1
）　

国
民
健
康
保
険
法
五
条
「
都
道
府
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
当
該
都
道
府
県
が
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
と
と
も
に

行
う
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
」。

（
（2
）　

同
判
決
は
「
在
留
資
格
を
有
し
な
い
外
国
人
が
国
民
健
康
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
定
説
が
な
く
、
下
級

審
裁
判
例
の
判
断
も
分
か
れ
て
い
る
上
、
本
件
処
分
当
時
に
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
判
断
を
示
し
た
東
京
地
裁
平
成
六
年
（
行
ウ
）
第
三

九
号
同
七
年
九
月
二
七
日
判
決
・
行
裁
集
四
六
巻
八
・
九
号
七
七
七
頁
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
法
五
条
の
解
釈
に
つ
き
本
件
各
通
知
と
異
な

る
見
解
に
立
つ
裁
判
例
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
処
分
を
し
た
被
上
告
人
横
浜
市
の
担
当
者
及
び
本
件
各
通
知
を
発
し

た
被
上
告
人
国
の
担
当
者
に
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。」（
二
三
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）　

こ
の
問
題
や
比
較
衡
量
論
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
芦
部
信
喜
（
高
橋
和
之

補
訂
）『
憲
法
』〔
第
七
版
〕
一
〇
三
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）　

名
目
的
損
害
賠
償
は
、
法
的
侵
害
を
被
っ
た
も
の
の
、
金
銭
的
賠
償
に
値
す
る
損
害
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
に
求
め
る
賠
償
の
こ
と

を
い
う
。See B

LA
CK

’S L
A
W D

ICT
IO
N
A
RY （（0 

（Bryan Garner, ed., 11th., 201（
）. 

ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
法
一
九
八
三
条
訴
訟
を
利

用
し
た
憲
法
訴
訟
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
。



（（

法学研究 95 巻 8 号（2022：8）

（
（（
）　

最
大
判
平
成
一
七
年
九
月
一
四
日
民
集
五
九
巻
七
号
二
〇
八
七
頁
、
二
一
〇
八
―
二
一
一
〇
頁
。

（
（（
）　

泉
裁
判
官
は
、「
上
告
人
ら
の
上
記
精
神
的
苦
痛
は
国
家
賠
償
法
に
よ
る
金
銭
賠
償
に
な
じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
選
挙
当
時
の
公
職

選
挙
法
の
合
憲
・
違
憲
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
上
告
人
ら
の
国
家
賠
償
請
求
は
理
由
が
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。」（
二
一
〇
八
頁
）
と
し
、「
本
件
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
選
挙
権
の
行
使
に
関
し
て
い
え
ば
、
選
挙
権
が
基
本
的
人
権
の

一
つ
で
あ
る
参
政
権
の
行
使
と
い
う
意
味
に
お
い
て
個
人
的
権
利
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
、
両
議
院
の
議
員
と
い
う
国
家
の
機

関
を
選
定
す
る
公
務
に
集
団
的
に
参
加
す
る
と
い
う
公
務
的
性
格
も
有
し
て
お
り
、
純
粋
な
個
人
的
権
利
と
は
異
な
っ
た
側
面
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
も
、
立
法
の
不
備
に
よ
り
本
件
選
挙
で
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
上
告
人
ら
の
精
神
的
苦
痛
は
、
数
十
万
人
に
及

ぶ
在
外
国
民
に
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
個
別
性
の
薄
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
告
人
ら
の
精
神
的
苦
痛
は
、
金
銭
で
評
価
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
金
銭
賠
償
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
英
米
に
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
が
侵
害
さ
れ
た

場
合
に
、
実
際
の
損
害
が
な
く
て
も
名
目
的
損
害
（nom

inal dam
ages

）
の
賠
償
を
認
め
る
制
度
が
あ
る
が
、
我
が
国
の
国
家
賠
償
法

は
名
目
的
損
害
賠
償
の
制
度
を
採
用
し
て
い
な
い
か
ら
、
上
告
人
ら
に
生
じ
た
実
際
の
損
害
を
認
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

困
難
な
の
で
あ
る
。」（
二
一
〇
九
―
二
一
一
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
（（
）　

実
際
、
原
告
は
主
張
の
七
五
％
が
認
め
ら
れ
た
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。「
新
型
コ
ロ
ナ
：
新
型
コ
ロ
ナ
『
正
当
な
理
由
な
し
、

は
っ
き
り
』
都
時
短
命
令
『
違
法
』
原
告
側
笑
顔
」
毎
日
新
聞
東
京
朝
刊
二
〇
二
二
年
五
月
一
七
日
二
五
頁
。

（
（（
）　

最
大
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
民
集
六
九
巻
八
号
二
四
二
七
頁
。
女
性
に
の
み
再
婚
禁
止
期
間
を
設
け
る
民
法
七
三
三
条
一
項

に
つ
き
、
一
〇
〇
日
を
超
え
て
再
婚
禁
止
期
間
を
設
け
る
部
分
を
違
憲
と
し
た
が
、
国
賠
法
上
は
合
法
と
し
た
。

（
（（
）　

猿
払
事
件
判
決
（
最
大
判
昭
和
四
九
年
一
一
月
六
日
刑
集
二
八
巻
九
号
三
九
三
頁
、
四
〇
八
頁
）。
猿
払
事
件
判
決
は
、「
右
各
判
決

は
、
ま
た
、
被
告
人
の
本
件
行
為
に
つ
き
罰
則
を
適
用
す
る
限
度
に
お
い
て
と
い
う
限
定
を
付
し
て
右
罰
則
を
違
憲
と
判
断
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
法
令
が
当
然
に
適
用
を
予
定
し
て
い
る
場
合
の
一
部
に
つ
き
そ
の
適
用
を
違
憲
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ひ
っ

き
ょ
う
法
令
の
一
部
を
違
憲
と
す
る
に
ひ
と
し
く
、
か
か
る
判
断
の
形
式
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
上
述
の
批
判
を
免
れ
う
る
も
の

で
は
な
い
。」
と
述
べ
、
適
用
違
憲
の
判
断
が
法
創
造
に
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
。

（
（0
）　

太
田
健
介
「
憲
法
学
か
ら
見
た
行
政
裁
量
と
そ
の
統
制
」
東
京
大
学
法
科
大
学
院
ロ
ー
レ
ビ
ュ
ー
五
号
二
五
頁
、
二
六
頁
（
二
〇
一

〇
年
）。
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（
（1
）　

藤
井
樹
也
「
違
憲
性
と
違
法
性
」
公
法
研
究
七
一
号
一
一
二
頁
、
一
一
九
頁
（
二
〇
〇
九
年
）。
そ
の
理
由
と
し
て
、
憲
法
学
に
お

け
る
実
益
重
視
の
側
面
と
裁
量
統
制
の
判
断
枠
組
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
（2
）　

な
お
、
行
為
の
主
体
、
対
象
、
問
題
場
面
は
異
な
る
が
、
立
法
行
為
に
つ
い
て
国
賠
法
上
の
違
法
性
を
問
う
場
合
、
近
時
、
最
高
裁

は
法
律
の
内
容
の
合
憲
性
を
判
断
し
て
か
ら
国
賠
法
上
の
違
法
性
の
判
断
を
行
う
傾
向
に
あ
る
。
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
・
前
掲
注

（
（（
）な
ど
を
参
照
。

（
（（
）　

宍
戸
常
寿
『
憲
法　

解
釈
論
の
応
用
と
展
開
』〔
第
二
版
〕
三
一
四
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）。
根
拠
法
令
の
合
憲
性
が
論

証
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
行
政
裁
量
の
逸
脱
濫
用
問
題
に
移
っ
て
し
ま
う
の
が
判
例
の
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
憲
法
適
合
的
解
釈
を

施
す
な
ど
し
て
対
応
す
る
方
法
も
あ
る
も
の
の
、
ダ
イ
レ
ク
ト
な
処
分
違
憲
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
（（
）　

原
告
が
表
明
し
た
反
対
意
見
は
本
判
決
文
の
別
紙
（
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　

表
現
の
自
由
に
対
す
る
直
接
的
と
間
接
的
規
制
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
宍
戸
・
前
掲
注（
（（
）一
三
三
―
一
三
五
頁
が
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
る
。

（
（（
）　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
判
例
法
理
に
は
特
定
の
集
団
や
属
性
に
対
し
て
敵
意
を
持
っ
て
い
る
疑
い
の
あ
る
法
令
に
つ
き
、
そ
の
動
機
を

炙
り
出
す
「
敵
意
の
法
理
」
が
あ
り
、
む
し
ろ
平
等
分
野
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。See W
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（
（（
）　

表
現
の
自
由
と
違
憲
な
動
機
に
つ
い
て
は
、
大
林
啓
吾
「
表
現
の
自
由
と
動
機
審
査
」
千
葉
大
学
法
学
論
集
三
〇
巻
三
号
一
頁
（
二

〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（
（（
）　

本
判
決
は
、
財
政
に
よ
る
影
響
緩
和
の
程
度
に
は
触
れ
ず
、
法
制
度
上
財
政
上
の
支
援
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
事
業
者
に
対
す
る
影

響
が
緩
和
さ
れ
る
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
財
政
的
支
援
に
よ
る
緩
和
を
問
う
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
飲
食
店
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
協
力
金
を
一
律
と
す
る
こ
と
は
大
規
模
飲
食
店
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は

経
営
へ
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
緩
和
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
本
件
の
原
告
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
事
業
者
で
あ
っ
た
。

（
（（
）　

内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
室
長
「『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
』
及
び
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政

令
』
の
公
布
に
つ
い
て
」
令
和
三
年
二
月
一
二
日
事
務
連
絡
九
頁
。
事
務
連
絡
に
よ
れ
ば
、「
地
域
の
飲
食
店
が
休
業
等
し
た
場
合
、
近
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隣
に
食
料
品
店
が
立
地
し
て
い
な
い
な
ど
他
に
代
替
手
段
も
な
く
、
地
域
の
住
民
が
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
る
場
合
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
関
す
る
重
要
な
研
究
会
等
を
施
設
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
、
病
院
な
ど
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
勤
務
す
る
場
に
お
い
て
、
周
辺
に
コ
ン
ビ
ニ
店
や
食
料
品
店
な
ど
の
代
替
手
段
が
な
く
、
併
設
の
飲
食
店
が
休
業
等
し
た
場
合
、
業
務

の
継
続
が
困
難
と
な
る
場
合
」
を
挙
げ
て
い
る
。

（
（0
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
の
内
閣
官
房
（
事
務
連
絡
・
前
掲
注（
（（
）二
一
頁
）
が
、「
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
要
請
に
応
じ
な
い
『
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
』
に
は
該
当
し
な
い
が
、
例
え
ば
命
令
の
際
に
、『
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
』
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
の
考
慮
要
素
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」
と
し
た
点
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

（
（1
）　

櫻
井
敬
子
・
橋
本
博
之
『
行
政
法
』〔
第
六
版
〕
二
五
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）。「
平
等
原
則
は
、
憲
法
一
四
条
に
根
拠
を
有

し
、
行
政
が
国
民
を
合
理
的
な
理
由
な
く
差
別
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

（
（2
）　

藤
田
宙
靖
『
新
版　

行
政
法
総
論
（
上
）』
一
二
六
頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
（（
）　

宍
戸
常
寿
「
裁
量
論
と
人
権
論
」
公
法
研
究
七
一
巻
一
〇
〇
頁
（
二
〇
〇
九
年
）、
渡
辺
康
行
「
憲
法
上
の
権
利
と
行
政
裁
量
審
査

―
―
判
例
状
況
の
分
析
と
今
後
の
方
向
性
―
―
」
長
谷
部
恭
男
ほ
か
編
『
高
橋
和
之
先
生
古
稀
記
念
―
現
代
立
憲
主
義
の
諸
相
』
三
二
五

頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
（（
）　

も
と
も
と
、
平
等
の
要
請
自
体
、
法
適
用
の
平
等
か
ら
始
ま
り
、
法
内
容
の
平
等
を
含
む
よ
う
に
発
展
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
行
政
裁
量
統
制
に
お
い
て
は
平
等
原
則
が
当
然
に
要
求
さ
れ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
（（
）　R

om
an Catholic D

iocese, 1（1 S. Ct. （（.

（
（（
）　W

illiam
 I. A

m
berger, Betw

een Scylla and Charybdis: T
he Courts, the Constitution, and Covid-19, （（  I N

D. L. 
R
EV. 11（ （2022

）.

（
（（
）　Ex Parte M

illigan, （1  U
.S. 2, 120-121 （1（（（

）.

（
（（
）　K

ennedy v. M
endoza-M

artinez, （（2 U
.S. 1（（, 1（0 （1（（（

）.

（
（（
）　

な
お
、
原
告
側
は
憲
法
判
断
な
ど
を
不
服
と
し
て
即
日
控
訴
し
て
い
た
が
、
判
決
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
わ
か
り
、
八
月
一
六

日
に
控
訴
を
取
り
下
げ
た
。「
都
の
時
短
命
令
『
違
法
』
東
京
地
裁
認
定　

飲
食
チ
ェ
ー
ン
訴
訟
、
賠
償
は
認
め
ず
」
朝
日
新
聞
朝
刊
二
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〇
二
二
年
五
月
一
七
日
一
頁
、「
時
短
命
令
に
『
違
法
』
の
判
決
確
定
」
朝
日
新
聞
朝
刊
二
〇
二
二
年
八
月
一
七
日
二
五
頁
。

（
（0
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
連
邦
最
高
裁
が
緊
急
差
止
や
緊
急
停
止
を
行
う
ケ
ー
ス
（
シ
ャ
ド
ー
ド
ケ
ッ
ト
）
が
増
え
て
い
る
。
日
本
が
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
参
考
に
す
る
必
要
は
な
い
が
、
司
法
に
よ
る
緊
急
対
応
が
実
践
さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。


